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ら
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頑
張
れ
！
三
春
町
チ
ー
ム
!!

第
32
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

11
月
15
日
（
日
） 午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

第
32
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
が
、
11
月
15
日
（
日
）、

郡
山
ヒ
ロ
セ
開
成
山
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
９
区
間
（
50
．
２
㎞
）
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
は
、
佐
久
間
伊
一
監
督
の
も
と
毎
日
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
沿
道
・
中
継
所
で
の
応
援
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
沿
道
・
中
継
所
で
の
応
援
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
の
応
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

三
春
町
チ
ー
ム
選
手
団
及
び
各
中
継
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
団　
長

　

柳
沼
孝
則
（
町
体
育
協
会
長
）

◆
名
誉
顧
問

　

増
子
邦
明
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
顧
問
）

◆
監　
督

　

佐
久
間
伊
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

◆
コ
ー
チ

　

佐
藤
修
一
（
田
村
高
教
諭
）

　

橋
本　

徹
（
三
春
中
教
諭
）

◆
支
援
コ
ー
チ

　

三
瓶
清
友
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
会
長
）

　

榎
本
文
恵
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

影
山
源
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

加
藤　

博
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
幸
治
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

安
部
庄
一
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

安
部
卯
吉
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

橋
本
光
市
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

久
保
田
浩
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

渡
辺
英
夫
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

柳
沼
久
司
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

村
上
哲
也
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

増
子
栄
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

佐
々
木
美
恵
子
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

大
河
内
智
美
（
町
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
）

　

棚
橋
信
輝
（
岩
江
中
教
諭
）

　

田
村
飛
鳥
（
船
引
中
講
師
）

◆ 各中継所と出場選手　※ ただし、出場選手は大会当日までに変更になる場合があります。

▼問　生涯学習課社会体育グループ　☎６２ -３８３７

4.7

3.0

9.3

3.9

7.0

4.8

5.7

3.4

8.4

区 距離
（㎞）

出場選手
氏　　名 所　　　属

区　　　間（中継所名）

登録補欠

補  欠

１ 郡山市・郡山ヒロセ開成山陸上競技場～郡山市・郡山北工業高校内田村高1年

２ 郡山市･郡山北工業高校内～郡山市日和田・平成記念郡山 こどものもり公園入口前岩江中3年

３ 郡山市日和田・平成記念郡山 こどものもり公園入口前～本宮市・㈱白岩屋商店前郡山自衛隊

安
あ ん

齋
ざ い

　朋
と も

樹
き

４ 本宮市・㈱白岩屋商店前～大玉村・㈱イイジマ前三春中2年本田　祥多
ほ ん だ しょう   た

５ 大玉村・㈱イイジマ前～二本松市役所内ＪＡふくしま未来

長谷川　徹
は 　 せ 　がわ とおる

小野寺果子
お 　 の 　でら か　　こ

下山田陽登
し も や ま  だ は る  と

６ 二本松市役所内～二本松市・安達支所前田村高1年

菅野　元紀
か ん の も と き

７ 二本松市・安達支所前～福島市・松陵中学校前田村高3年

宮
み や

嶋
じ ま

　蘭
ら

羽
う

浦山　陽介
う ら や ま よ う す け

８ 福島市・松陵中学校前～福島大学入口三春中2年

９ 福島大学入口～福島県庁前斎藤下の湯

佐
さ く ま

久間珀
は く

亜
あ

太田翔空・黒羽俊輔・本多春樹・大桃ひなた・橋本遥珂

鈴木和真・神山春輝・渡邊凜・柳沼柊登・細川結加・橋本翔・佐藤愛美・鈴木萌々香

お お  た 　 と 　 あ

す ず  き  か ず  ま か み や ま は る  き わ た な べ り ん は し も と しょう さ と う ま な み す ず  き  も も かほ そ か わ  ゆ  かや ぎ ぬ ま しゅう　と

ほ ん  だ  は る  き お お も も は し も と  は る かく ろ  ば  しゅん す け

昨年度の三春町選手団
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　町内には、春の桜だけでなく、美しい紅葉を見ることのできるスポットがあります。
　紅葉の時期に合わせてライトアップを実施しますので、昼間の鮮やかな紅葉もさることながら、明かりに照らし
だされ、夜の闇に艶やかに浮かび上がる紅葉をぜひご覧ください。
〇場所　三春大神宮（三春町字馬場 48）・真照寺（三春町字新町 258）
〇日時　10月 24日（土）から落葉まで　17時～ 21時

▼問　三春まちづくり公社　観光部　☎ 62-3690

　第 14回市町村対抗福島県軟式野球大会に出場した三春町チームは、９月５日の１回戦で塙町チームと対戦しま
した。試合では、三春町チームが先制しましたが打撃戦の展開となり、接戦の末惜しくも７対８で敗退しました。
　三春町チームへのご声援ありがとうございました。また、三春町選手団の皆さんお疲れさまでした。

「紅葉のライトアップ」を実施します

第14回市町村対抗福島県軟式野球大会 三春町チーム健闘

投打で活躍した新田光選手 三春町ベンチの様子

三春大神宮 真照寺

「三春駒しろまる」を製作しました
　「三春駒しろまる」は、先に製作していた「三春駒くろすけ」と同様、愛姫アニメーションに登場するキャラクター
をモチーフとして製作したぬいぐるみです。

〇名　前
　三春駒しろまる
〇大きさ
　高さ30cm、幅15cm、奥行30cm
〇その他
　詳しくは、三春まちづくり公社までお問い合わせいただくか、
　「Find! 三春」ホームページをご確認ください。

　三春駒は、日本三大駒のひとつで、坂上田村麻呂東征の伝説に由来する「子育木馬」が発祥といわれています。
　「黒色」は、子宝・安産・子育てのお守りとして、「白色」は、老後安泰・長寿のお守りとして作られています。
　日本三大駒：八幡馬（青森県）、木ノ下駒（宮城県）、三春駒

▼問　三春まちづくり公社　☎ 62-3690

三春駒
くろすけ

三春駒
しろまる



4
広報みはる
令和２年11月号

広報みはる
令和２年 11月号

　「愛姫の里　三春」の PRを目的として、「愛姫イラストコンテスト」を開催します。
■ 募集テーマ　愛姫MEGOHIME
■ 募集部門
　 ○ 塗り絵部門（小学生以下対象）
　　   ・指定する「三春町愛姫ＰＲキャラクター」塗り絵題材への彩色
　　 　 ※ 塗り絵用紙は、愛姫特設ウェブサイトからダウンロードいただくか、役場１階窓口、三春きたまち蔵
　　　　　「TENJIN」にて配布します。
　 ○ イラスト部門（全年齢対象）
　　   ・「三春町愛姫ＰＲキャラクター」および愛姫 PR アニメーション「愛姫MEGOHIME」を題材とした二次
　　　　創作イラスト
■ 応募方法・応募形式
　　   ・規　格／Ａ４サイズ（用紙の種類は問わない。）
　　  　　　※紙媒体での応募となります。
　　   ・提出先／応募用紙を添えて、下記応募先まで持参またはご郵送ください。
　　  　　　※ 持参の場合、三春町役場１階窓口でも受付できます。
　　   ・応募締切／令和２年 12月 28日（月）必着
■ 受賞・賞品等について

■ 受賞作品発表
　　表彰式は行いません。受賞作品は、愛姫特設サイトに掲載します。
　 ◎ 詳細は愛姫特設ウェブサイトをご覧ください。
▼応募・問
　〒963-7725　福島県田村郡三春町大字鷹巣字瀬山213
　三春まちづくり公社 観光部
　☎ 62-3960
　Email：kankou@miharukoma.com

「愛姫イラストコンテスト」作品を募集します

【チラシ】

（１）塗り絵部門
　○ 最優秀賞　１点
　　５千円相当の図書カード、愛姫グッズ
　○ 優 秀 賞　５点
　　３千円相当の図書カード、愛姫グッズ
　○ 特 別 賞　数点
　　３千円相当の図書カード、愛姫グッズ

（２）イラスト部門
　○ 最優秀賞　１点
　　５万円相当の商品、愛姫グッズ
　○ 優 秀 賞　５点
　　１万円相当の商品、愛姫グッズ
　○ 特 別 賞　数点
　　５千円相当の商品、愛姫グッズ

ドライブインシアタ－　開催決定！！
　巨大スクリーンとラジオから流れるサラウンドで、車内が自分だけの映画館に早変わり！　地元のおいしいお弁
当を食べながら、秋のひとときを楽しく過ごしてみませんか。
開催日時：令和 2年 11月 28日（土）
開　　場：17：30から
上　　映：19：00～ 21：10（予定）
開催場所：福島県環境創造センタ－駐車場（三春町深作 10番 2号）
上映作品：ジュラシック・ワ－ルド
入場料金：3,000 円 / 台（車両定員以内人数制限なし）
　　　　　※お弁当、お茶付き（1名分）
申込台数：50台（先着順）
申 込 先：URL  http://miharukoma.com/event/10763

▼問　㈱三春まちづくり公社　観光部　☎ 0247-62-3690
　　　時間　9：00～ 17：00まで



5
広報みはる
令和２年11月号

広報みはる
令和２年 11月号

新型コロナウイルス感染症に関する体制の整備について

会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
事
務
補
助
員
・
幼
稚
園
教
諭
）

■
保
険
等
の
加
入　
勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
に
よ
り
社
会
保
険
・
労
働
保
険
に
加
入

■
受
付
期
間　
令
和
２
年
11
月
２
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

※
幼
稚
園
教
諭
は
随
時

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
応
募
方
法

　

三
春
町
会
計
年
度
任
用
職
員
候
補
者
登
録
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役
場
に
て
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
教
諭
へ
応
募
す
る
際
は
、
資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
申
込
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
・
問

　

総
務
課　

庶
務
グ
ル
ー
プ
（
役
場
２
階　

☎
62
‐
２
１
１
１
）

　

町
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
希
望
の
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　インフルエンザ流行に備えて、相談体制等が変更になりました。
　令和 2年 11月1日から、「帰国者・接触者相談センター」を「受診・相談センター」に名称を変更いたしました。

▼問　受診・相談センター　☎ 0120-567-747（毎日24時間対応）

▼事務補助員

▼幼稚園教諭
※町規程により通勤費用を支給します。

※町規程により通勤費用を支給します。

事務補助員
917円～945円
確定申告補助及び通常業務補助
・データ入力作業
・書類整理、ファイリング
・電話対応
・その他、職員指示による付随業務

通常勤務：三春町役場税務課（三春町字大町１－２）
申告期間：三春町運動公園談話室（三春町大字貝山字泉沢100）
令和３年１月５日（火）から令和３年３月31日（水）まで
通常勤務：月曜日から金曜日（土日祝日休み）
　　　　 午前８時30分から午後４時30分（休憩１時間）
申告期間：月曜日から金曜日（土日祝日休み）
　　　　 午前８時から午後４時（休憩１時間）
３名

職　種 幼稚園教諭
989円～1,024円
保育事務全般
岩江幼稚園（三春町大字上舞木字大谷ツ３－２）
令和２年12月１日（火）から令和３年３月31日（水）まで
月曜日から金曜日（土日祝日休み）
午前９時30分から午後５時30分（休憩１時間）
１名

報酬（時給）

職　種

仕事の内容

仕事の内容

報酬（時給）

勤務地

勤務地

任用期間

任用期間

勤務時間

勤務時間

募集人数

募集人数

まずは、かかりつけ医等の地域で身近な医療機関に電話相談

・かかりつけ医　・身近な医療機関
対応できる場合

対応できる医療機関

対応できない場合
受診・相談センター、
郡市医師会を通し
　  紹　介

診療、検査

紹介

診療、検査

電話

受診・相談センター受診・相談センター 診療・検査医療機関診療・検査医療機関

どこに相談してよいか
分からない場合

帰国者・接触者相談センターが衣替え
帰国者・接触者外来、地域外来・検査センターを含む

電
話
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▼
問

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

国
民
年
金
加
入
者
向
け

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

　

☎
（
東
京
）
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
の
た
め
に
購
入
し
た

衛
生
用
品
等
の
経
費
を
補
助
し
ま

す
。

１
．
対
象
事
業
者

　
（
１
）
町
内
に
所
在
地
ま
た
は
住
所
を
有

　
　
　

  

す
る
事
業
者

　
（
２
）
中
小
企
業
基
本
法
に
規
定
す
る
中

　
　
　

  

小
企
業
者
お
よ
び
小
規
模
企
業
者

　
　
　

  （
個
人
事
業
主
も
含
む
）

　
（
３
）
対
象
の
業
種
は
、製
造
業
、建
設
業
、

　
　
　

  

小
売
業
、
宿
泊
業
、
飲
食
業
、
サ
ー

　
　
　

 

ビ
ス
業
な
ど

２
．
対
象
と
な
る
経
費
（
店
舗
お
よ
び
事
業

　
　
所
で
使
用
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

　
（
１
）
衛
生
用
品

　
　
　

  

ア
ル
コ
ー
ル
等
消
毒
液
、
マ
ス
ク
、

　
　
　

  

手
袋
等

　
（
２
）
飛
沫
防
止
用
品

　
　
　

 

ア
ク
リ
ル
板
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等

　
（
３
）
接
触
感
染
防
止
用
品　

感
染
対
策

　
　
　

シ
ー
ト
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
容
器
等

３
．
対
象
と
な
る
購
入
期
間

　
　

令
和
２
年
４
月
７
日
か
ら
10
月
31
日

　
　

ま
で
に
購
入
し
た
も
の

○ ×

6

交通事故にあった時は届け出を
　交通事故などの第三者（相手）の行為によるケガで国民健康保険証を使用する場合は、必ず「第三者行為におけ
る被害届」の提出が必要です。第三者の行為による事故は原則として加害者が治療費を負担するため、被害届を町
が受理することにより、医療機関での治療費等を三春町国保で一時的に立て替え、後日、加害者に対して治療に要
した費用を請求することになります。
　届け出をする際は下記に書かれたものを持参し、保健センターへお越しください。
※相手から治療費を受け取ったり、示談を済ませた場合は国民健康保険が使えなくなります。

整骨院・接骨院（柔道整復師）のかかり方
　整骨院や接骨院（柔道整復師）にかかる場合、国民健康保険から療養費としてその一部が支払われます。
　ただし、柔道整復師による施術には、国民健康保険が使える場合と使えない場合がありますので、適正な受診を
お願いします。

▼問　保健福祉課　国保医療グループ　☎ 62-5110　FAX62-0202

保険証が使えるとき
 ・医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、打撲およ
　び捻挫など（肉離れ含む）と診断または判断
　され、施術を受けた時（骨折、脱臼は応急手
　当を除き、医師の同意が必要）
 ・骨・筋肉・関節のケガや痛みで、その負傷原
　因がはっきりしている時

保険証が使えないとき
 ・疲労性、慢性的な要因からくる肩こりや筋肉
　疲労
 ・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善がみ
　られない長期の施術
 ・保健医療機関（病院、診療所など）で同じ負
　傷を治療している時

〇届け出に必要なもの〇
・国民健康保険証
・印鑑
・事故証明書（交通事故の場合）

〇届け出が必要な場合〇
・交通事故
・暴力を受けた
・他人の犬にかまれた　など

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

法
お
よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

が
、
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
２

年
中
（
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
２

年
12
月
31
日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。（
２
年
中
に
納
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
大
事
に
保
管
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自
身
の
国
民
年

金
保
険
料
に
加
え
、
そ
の
保
険
料
に
つ
い

て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て
も
有
利

な
だ
け
で
な
く
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮

の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味

方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症　
感
染
予
防
強
化
補
助
金

（
中
小
事
業
者
の
皆
様
へ
）

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
！
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これからの「買い物環境」を考える

　町で実施している一連のコロナ対策事業の中に、「買い物支援サービス事業」というものがあります。
　感染リスクの高い高齢者の代わりに社会福祉協議会職員が依頼を受けて買い物をする事業です。10月7日現在
の利用件数は８件と、まだ多くはありません。
　しかし、この事業を始めたことで、いろいろな課題や今後の展開が見えてきました。
　この事業は、最初に利用者と社協職員が綿密に面談をします。例えば、どこで買うか、どんな品物を買うのか事
細かに希望を伺います。以降は電話でのやりとりになります。
　お金を預かって、買った商品を届けたときに精算する仕組みとしました。
　ここで予想と違ったことがあります。現金を預かることはあまりなく、ほとんどの方がプリペイドカードをお使い
になっていることです。カードなら、現金が合わないと言ったリスクは回避できますし、記録も残ってお互いに安心
だということでした。
　「プリペイドカード＋大手スーパー」という組合せは、小売店にとっては脅威そのものだとは思いますが、今回の
事例では、ご高齢の方がプリペイドカードというデジタル化と親和性の高い手段をすでに利用していること、買い
物代行を希望する方々が確実にいること、そして配達時の対面を通じて別の依頼を受ける機会が増えること（社協
では、ゴミのふれあい収集につながるケースが出ています）などに注目したいと思います。
　店舗の大小よりも、利用者の事情・要望にどれだけ寄り添えるかが､これからの買い物環境を考える上で必要な
ことではないでしょうか。
　町では新たな試みとして、町内農産物や商店街での買い物をインターネットでできないか検討を始めました。「そ
んなの無理ですよ」という声は当然聞こえてきますが、やってみて初めてわかる有益なこともあるはずです。少し頑
張ってみようと思っています。

11
月
に
「
総
合
集
団
け
ん

し
ん
」
を
実
施
し
ま
す

４
．
補
助
金
の
額

　
　

１
事
業
所
あ
た
り
、
最
高
５
万
円

５
．
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
産
業

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
あ
て
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
産
業
課
お
よ

び
三
春
町
商
工
会
の
窓
口
で
も
配
布
し
て
い

ま
す
。

６
．
申
請
期
限

　
　

令
和
２
年
11
月
30
日
（
月
）

▼
問
・
申
込

　

産
業
課　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
を
受

け
、
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
し
た
「
総
合
集

団
け
ん
し
ん
」
を
11
月
に
実
施
し
ま
す
。

　

感
染
予
防
対
策
を
図
っ
て
実
施
す
る
た
め
、

完
全
予
約
制
と
し
、
会
場
を
保
健
セ
ン
タ
ー

と
交
流
館
ま
ほ
ら
の
２
会
場
の
み
で
実
施
し

ま
す
。
健
診
の
日
時
や
予
約
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
10
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
予
約
に
空
き
が
あ
り
ま
す
。
申
込

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
早
め
に
、
申
込
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

既
に
集
団
け
ん
し
ん
の
申
込
を
し
た
方
は
、

11
月
上
旬
に
予
約
票
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し

ま
す
。
予
約
票
に
あ
る
受
付
時
間
に
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
外
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
も
、
会
場
に
は
入
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

集
団
け
ん
し
ん
を
受
診
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
方
は
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

《
確
認
事
項
》

　
（
１
）
次
に
当
て
は
ま
る
方
は
受
診
を
控
え

　
　
　

  

ま
し
ょ
う

　
　

①
過
去
２
週
間
以
内
に
発
熱
（
受
診
や
、

　
　
　

服
薬
等
で
解
熱
し
て
い
る
状
態
を
含

　
　
　

む
）
や
、風
邪
症
状
（
咳
、く
し
ゃ
み
、

　
　
　

倦
怠
感
等
）
が
あ
っ
た
方

　
　

②
過
去
２
週
間
以
内
に
、
感
染
流
行
地

　
　
　

域
へ
の
訪
問
歴
ま
た
は
訪
問
し
た
方

　
　
　

と
の
接
触
歴
が
あ
る
方

　
　

③
当
日
に
発
熱
や
体
調
不
良
の
あ
る
方

　
（
２
）
当
日
は
必
ず
総
合
健
診
受
診
録
裏
面

　
　
　

の
問
診
票
を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ

　
　
　

さ
い
。

　
（
３
）
施
設
け
ん
し
ん
で
受
診
し
た
け
ん
し

　
　
　

  

ん
項
目
は
、
集
団
け
ん
し
ん
で
は
受

　
　
　

  

診
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
10
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
他
》

　

・
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の
対
策
を
行

　
　

い
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
感
染
状
況

　
　

に
よ
り
中
止
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

そ
の
際
は
防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
い

　
　

た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

・
集
団
け
ん
し
ん
以
外
に
、
医
療
機
関
で
実

　
　

施
す
る
「
施
設
け
ん
し
ん
」
も
令
和
３
年

　
　

１
月
30
日
（
土
）
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

集
団
け
ん
し
ん
が
受
診
で
き
な
い
方
は
、

　
　

施
設
け
ん
し
ん
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

施
設
け
ん
し
ん
は
特
定
健
診
、
肺
が
ん
検

　
　

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
が

　
　

対
象
で
す
。（
75
歳
以
上
の
方
は
が
ん
検

　
　

診
の
み
受
診
で
き
ま
す
）

▼
問

　

保
健
福
祉
課　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０
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　当院では、乳腺外科専門医が診察・検査を行う「乳がんセット検診」を行っています。

　11人に 1人がかかるといわれている「乳がん」。早期発見が最も重要です。

  検診セット内容
①問診・視触診検査
　医師による乳房のしこりや変形、陥没、分泌物などの確認

②マンモグラフィ（乳房レントゲン検査）
　乳房専用のX線撮影装置を用いた検査（女性レントゲン技師が撮影）

③超音波検査（エコー検査）
　乳房に超音波をあて、反射された超音波を画像化して乳房内部を映し出す検査

　【検 診 日】　毎週木曜日　午前
　【検診予約】　☎ 73-8155　三春病院予約センター
　【費　　用】　11,950 円（税込　13,145 円）
　　　　　　　※自治体の行っている検診では、視触診検査・超音波検査は含まれません。

　　　　　　　※乳がんを疑う症状がある場合は、検診ではなく保険診療となります。

　　　　　　　※事前にご予約をお願いいたします。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
乳がんセット検診のご案内

　これまで任意接種（有料）だった「ロタウイルスワクチン」が、令

和 2年 10月 1日より定期接種（無料）になります。

　対象は、令和 2年 8月 1日以降に生まれたお子さんです。このワク

チンは口から飲むワクチンで当院では、「ロタテック（3回接種）」を

使用します。三春町より郵送される「三春町

予防接種予診票」綴りにある予診票を受診時

にご持参ください。

☎ 73 - 8155（予約専用ダイヤル）

　食育推進を目的として、キッチンカー
による軽食や野菜の販売などを行いま
す。ぜひ、ご来院ください。

日時　11月 18日（水）
　　　11：00～ 13：00

場所　三春病院正面玄関

ロタウイルスワクチンが定期予防接種になります キッチンカーが来ます !!

　認知症の方やそのご家族の交流の場です。お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　◆11月5日（木）午前10時～11時30分　◆12月3日（木）午前10時～11時30分
▶ 場　　所　三春町保健センター　１階機能訓練室　 ➡開催場所が左記に変更となっております
▶ 内　　容　身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ・健康に関する20分程度のミニ講座
 　１1月「お薬の適正使用について」　12月「溶連菌感染症について」
▶ 参加申し込み　☎ 73-8180（総合相談課）
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 当日参加も受付けております。
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には専門のスタッフが対応します。
※ 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、開催の中止または変更と
　 なる場合がありますのでホームページをご覧ください。

オレンジカフェ☆さくら

☎ ☎

☎
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９
月
24
日
、
１
学
年
の
生
徒
を
対
象
に
し

た
「
制
服
着
こ
な
し
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
本
校
の
制
服
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
福
島
ト
ン
ボ
株
式
会
社
の
竹
島
営
業
部

部
長
を
お
呼
び
し
、「
制
服
の
持
つ
力　

〜
人

は
見
た
目
で
判
断
さ
れ
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
生
徒
た
ち
は
、
制
服
の
端
正
な

着
こ
な
し
方
を
学
び
、
身
だ
し
な
み
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
生
の
進
路
活
動
も
始
ま
っ
て
お
り
、
田

な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

実
習
の
目
的

で
あ
る
「
自
然
に

親
し
む
」「
集
団

生
活
を
通
し
て

社
会
性
や
自
主

的
な
態
度
を
養

う
」
こ
と
を
実

践
し
た
体
育
科

３
年
の
皆
さ
ん
、

た
い
へ
ん
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　

三
春
町
と
本
校
が
連
携
し
た
活
動
を
行

い
、
本
校
の
魅
力
向
上
と
三
春
町
の
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
第
１
回
田

村
高
校
魅
力
向
上
委
員
会
」
が
９
月
15
日
、

本
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
実
施
計
画
で
あ
る
「
田
村
高
校

チ
ャ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

承
認
さ
れ
、「
学
力
向
上
部
会
」「
競
技
力
向

上
部
会
」「
地
域
連
携
部
会
」
の
そ
れ
ぞ
れ

の
小
部
会
で
今
後
の
活
動
計
画
を
立
案
・
検

討
し
て
い
く
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
学
校
（
生
徒
・
教
職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

同
窓
会
）
と
三
春
町
の
連
携
を
さ
ら
に
加
速

し
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
文
武
両
道
の
田
村

高
校
」
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
も
色
々
と
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
４
日
（
水
）
と
６
日
（
金
）
の
２
日
間
、

学
校
公
開
を
行
い
ま
す
。

　

生
徒
の
授
業
の
様
子
を
参
観
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
学
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

☎

◆
第
１
回
田
村
高
校
魅
力
向
上

　
委
員
会
を
開
催

◆
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

　

体
育
科
３
学
年
の
恒
例
行
事
、
登
山
実
習

を
９
月
３
日
〜
４
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
今
ま
で
行
っ
て

い
た
尾
瀬
方
面
で
は
な
く
裏
磐
梯
方
面
で
の
実

習
に
変
更
し
、
宿
泊
等
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策

を
徹
底
し
な
が
ら
の
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
行
程
は
八
方
台
登
山
口
か
ら
磐
梯

山
山
頂
を
目
指
す
計
画
で
し
た
が
、
山
頂
付

近
で
風
速
20
ｍ
前
後
の
強
風
が
吹
い
て
お

り
、
急
遽
予
定
を
変
更
し
て
弘
法
清
水
小
屋

で
昼
食
を
と
っ
て
か
ら
裏
磐
梯
登
山
口
駐
車

場
経
由
で
宿
舎
の
裏
磐
梯
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト

に
入
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
行
程
は
、
同
じ
く
八
方
台
登
山
口

か
ら
猫
魔
ヶ
岳
山
頂
、
猫
石
、
雄
国
沼
休
憩

所
、
雄
国
沼
湿
原
を
経
由
す
る
予
定
で
し
た

が
、
雄
国
沼
休
憩
所
に
到
着
後
、
突
然
の
雷

と
と
も
に
雨
雲
が
空
を
覆
い
始
め
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
日
も
予
定
を
変
更
し
て
雄
子
沢

登
山
口
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
で
雨
と
雷
を
避

け
、
無
事
全
員
が
下
山
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
山
実
習
で
は
な
か
な
か
天
候
に

は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
中
で

も
生
徒
た
ち
は
雄
大

で
色
鮮
や
か
な
山
々

や
湖
沼
の
景
色
な
ど

を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
、
同
時
に
自
然
の

恐
ろ
し
さ
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は

◆
体
育
科　
登
山
実
習
を
実
施

◆
制
服
着
こ
な
し
セ
ミ
ナ
ー

　
（
１
学
年
）
を
開
催

◆
生
徒
会
新
役
員
が
決
定
！

写真①②③　さすが体育科３年生。現地ガイド
さんも驚きのハイペースでした。

生徒会役員認証式のようす

新生徒会役員のメンバー

高
生
の
制
服
着
こ
な

し
に
つ
い
て
は
今
後
も

継
続
的
に
指
導
し
て

い
き
ま
す
。
田
高
生

の
制
服
の
着
こ
な
し
に

つ
い
て
地
域
の
皆
様
の

ご
意
見
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
学
校
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

９
月
10
日
、
生
徒
会
役
員
立
会
演
説
会
と

生
徒
会
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
そ

れ
ぞ
れ
の
役
員
で
定
数
以
上
の
候
補
者
が
い
な

い
信
任
投
票
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

候
補
者
が
自
分
た
ち
の
今
後
に
向
け
た
抱
負

を
堂
々
と
発
表
し
、
た
い
へ
ん
立
派
な
演
説
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
役
員
の
皆
さ
ん
、
１
年
間
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。
そ
し
て
新
役
員
の
皆
さ
ん
、

先
輩
た
ち
の
伝
統
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
田
村
高
校
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
会　
長　
大
谷　

彩
華
さ
ん

　
　
　
　
　
（
２
年
１
組　

小
野
中
）

▼
副
会
長　
志
賀　

小
春
さ
ん

　
　
　
　
　
（
２
年
２
組　

葛
尾
中
）

　
　
　
　
　

成
田　

愛　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
１
年
２
組　

緑
ケ
丘
中
）

▼
書　
記　
松
崎　

滉
平
さ
ん

　
　
　
　
　
（
２
年
４
組　

常
葉
中
）

　
　
　
　
　

横
井　

隼
人
さ
ん

　
　
　
　
　
（
１
年
１
組　

明
健
中
）

▼
会　
計　
田
村　

翼　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
２
年
４
組　

常
葉
中
）

　
　
　
　
　

大
樂　

竜　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
１
年
１
組　

小
野
中
）

講演会のようす
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研究の現場を見てみよう！
　　　　　　福島県環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。
　　　　　　今回は日本原子力研究開発機構　廃炉環境国際共同研究センターの新里忠史さんです。
○福島県環境創造センターの環境動態研究部門では、森林や河川などの環境中における放射性セシウムの分布
や動きに関する調査や研究を行っています。原子力機構では、環境創造センターの一員として、現地調査や数
値シミュレーションにより、樹木や山菜、渓流魚のセシウム濃度の予測に関する研究をしています。
　私が担当している森林調査では、様々な観測機器を使用して、森林内でのセシウムの動きを観測したり、樹
木を切り倒して試料を取り、樹木に含まれる放射性セシウムの量を分析するなど、現地での作業が主になりま
す。夏場は暑い中での作業ですが、全国の学生にも調査に参加してもらい、調査を通じて福島の状況を体感し
てもらっています。

◎ 研究者
　日本原子力研究開発機構　廃炉環境国際共同研究センター　環境動態研究グループ　新里　忠史
　今年は長い梅雨と暑い夏でしたが、学生と一緒にしっかり調査を進めています。週末に小品盆栽展や山野草
の展示会を回るのが楽しみでしたが、今年は自宅の盆栽を世話して週末を過ごしています。秋には、近隣の展
示会を見て回ることを楽しみにしています。

コミュタン福島　11月イベント情報
◆ 10/31 日（土）・1日（日）　「ＣＤホバークラフトをつくろう！」
◆ 3日（火）　　　　　　　　　  「ドライアイスであそぼう！」
◆7日（土）・8日（日）　　　　 「放射線オリエンテーリング」
◆14日（土）・15日（日）　　 「芳香剤をつくろう！」
◆21日（土）・22日（日）　　 「燃料電池を体験しよう！」
◆ 23日（月）　　　　　　　　   「体験型謎解きアドベンチャー『ラボ５ｈ－５Ｅの秘密』」
◆28日（土）・29日（日）　　  「放射線探索ゲームをしよう！」
◆環境創造シアター国立科学博物館番組上映　地球138億年の旅、海の食物連鎖（土日祝日のみ）

※　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽、イベントを中止することがありますので、予めご　
　　了承ください。詳しくはホームページ上（https://com-fukushima.jp/）で周知させていただきます。
※　環境創造シアターは、入館者間の距離を確保するため、最大入場者数を制限させていただいております。
※　赤外線放射温度計による検温スクリーニングにご協力ください。また、館内ではマスクを着用ください。
※　環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。詳しくは「三春町町営バス時刻表」を
　　御覧ください。

学生と実施した森林調査のようす 森林内に設置している観測機器（森林からの流出量観測）

☎
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● 仮置場の空間線量等について（9月分）
　現在、除去土壌等の保管を行っている北部三地区第２、三春地区、中郷地区および岩江地区の仮置場における
空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置場の
井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。
※ 仮置場平場周りなどの 7か所を測定しています。（単位：μＳｖ/ｈ）

● 食品等の放射性物質（セシウム）検査結果
三春の里ベクレルセンター　（令和 2年 7月 1日から令和 2年 9月 30日までの測定結果）
◆三春の里ベクレルセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しております。　
　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
◆測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供いたします。
◆これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春町であるとは限りません。
　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。

一般食品の基準値 :100 ベクレル /kg（平成 24年 4月 1日から）

※検出限界値 20ベクレル /kg 未満
■食品中の放射性物質の傾向
・山菜やきのこを除いて、ほとんどのものが 20ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
・きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。
・一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えた方が良いでしょう。

区　分 例　示

合　　計

最大値
（ベクレル/kg）

検体数（件）
総検体数
237
33
0

0

3
27
0
2
302

237
33
0

0

3
27
0
2
302

0
0
0

0

0
0
0
0
0

※
※
※

※

※
※
※
※

100ベクレル以下のもの 100ベクレルを超えたもの
野　菜
豆　類
山　菜

きのこ

穀　類
果　実
加工食品
その他

大根、白菜、里芋、小松菜、カボチャ、キャ
ベツ、ネギ、ブロッコリー、ホウレンソウ等…

サクラシメジ、ヒラタケ、シイタケ、ホウキ
タケ、コウタケ、マツタケ、シロシメジ、チャ
シメジ、ナメコ等…

枝豆、ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆等…

玄米、白米、小麦粉等…
キウイフルーツ等…
干柿、梅干等…
猪肉等…

フキノトウ等…

①
0.10
0.10
0.09
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.10
0.10
0.10

0.11
0.09
0.09
0.10

0.10
0.10
0.10
0.09

0.11
0.09
0.09
0.11

0.09
0.09
0.09
0.09

0.09
0.10
0.09
0.08

  9月  1日
  9月  8日
  9月15日
  9月29日

測定日
  測定点  測定点

◆ 北部三地区第２仮置場
①
0.13
0.13
0.13
0.13

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.12
0.12
0.12

0.14
0.14
0.14
0.13

0.11
0.11
0.11
0.10

0.09
0.10
0.09
0.09

0.09
0.09
0.09
0.10

0.12
0.12
0.11
0.12

  9月  3日
  9月10日
  9月17日
  9月24日

測定日
  測定点  測定点

◆ 三春地区仮置場

①

0.09

0.09

0.09

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

0.10

0.09

0.10

0.10

0.09

0.10

0.10

0.10

0.09

0.07

0.06

0.07

0.08

0.09

0.09

0.09

0.09

0.09

  9月  7日

  9月14日

  9月28日

測定日
  測定点  測定点

◆ 中郷地区仮置場
①
0.06
0.07
0.07
0.07

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.06
0.06
0.06
0.06

0.09
0.09
0.08
0.07

0.09
0.12
0.10
0.10

0.09
0.10
0.10
0.10

0.07
0.09
0.07
0.09

0.10
0.07
0.11
0.10

  9月  4日
  9月11日
  9月18日
  9月25日

測定日
  測定点  測定点

◆ 岩江地区仮置場
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田村地方植樹祭が開催されました

　10月６日小野町「こまちダム」を会場に「緑化運動を通じ、
地域住民の緑化に関する理解と認識を深め、生活環境の美化
と森林資源の増強に寄与すること」を目的に、田村地方植樹
祭が開催されました。
　田村地方植樹祭は、田村管内の市町を会場に 2年に 1度開
催されるものです。式では、田村地方緑化推進委員会長（小
野町長）の挨拶に続き、緑化功労者、学校環境緑化推進校、
森林環境教育推進校表彰が行われました。渡辺泰譽さん（三
春町斎藤）が緑化功労者表彰を、三春町立中郷小学校が森林
環境教育推進校（最優良校）を受賞しました。
　式典終了後、こまちダムの緑地に「いろは紅葉」の植樹を
行いました。

町民トレッキング教室を開催しました

　10月４日に福島市の一切経山にて町民トレッキング教室を開
催しました。
　当日は涼しく風の少ないトレッキング日和となり、秋の色づき
始めた一切経山を気持ちよく歩くことが出来ました。
　途中険しい足場もありましたが、参加者のみなさんはそれ
を乗り越え、頂上から望む西吾妻連峰や魔女の瞳と呼ばれる
五色沼の美しい景色に感動と達成感を感じていました。
　今年は新型コロナウイルス感染症への対策を行ったうえで
の開催となりましたが、皆さんのご協力のおかげで、事故無
く無事にトレッキング教室を終えることが出来ました。

渡辺泰譽さん 三春町立中郷小学校

中町自主防災会の防災訓練が実施されました

小野高校家庭クラブが「ご当地！絶品うまいもん甲子園」全国大会に出場します

　９月 22 日、中町自主防災会（会長鈴木輝
夫中町区長）による防災訓練が中町公民館で
開催され、地域の皆さん、41 名が参加しま
した。福島県災害対策課の渡邉勲防災専門監
による「風水害への対応　マイ避難のススメ」
についての講話、消防団による地下水槽から
の放水披露や消火栓の使用方法の講習などが
行われました。

　10月 20日、小野高校家庭クラブに所属する橋本みなみさんが三春
町役場を訪れ、「ご当地！絶品うまいもん甲子園」の全国大会への出場
報告をしました。小野高校は９月に「小野活気あげバーガー」で敗者復
活の応援投票において、多くの支持を獲得し、全国大会への切符を手に
しました。全国大会は 10月31日、東京・浅草のまるごとにっぽんで開
催されます。

このコーナーでは、最近行われた行事や三春ならではのアツい話題などを
ピックアップしてお伝えしています。
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新しい固定資産評価審査委員会委員が就任しました

　三春町固定資産評価審査委員会の影山福夫氏が９月 30日で
退任され、鈴木輝夫氏が 10月１日から就任しました。任期は
令和５年９月 30日までです。
　三春町固定資産評価審査委員会は３名の委員から構成され、
固定資産課税台帳に登録された事項（評価額など）に対し不服
申出があった場合、中立的・専門的な立場から不服の内容につ
いて審査・決定します。
　このことにより、適正かつ公平な価格の決定を保証し、固定
資産税における課税の公平が図られます。
▼三春町固定資産評価審査委員会の委員構成
　▽委員長　宗像正英（蛇石）
　▽委　員　橋本とき子（北成田）
　▽委　員　鈴木輝夫（馬場）

鈴木輝夫氏（馬場）

三春軟式野球スポーツ少年団が県大会に出場しました

　8月 10・15 日に高円宮賜杯第 40 回記念全日本学童軟式野球
大会マクドナルド・トーナメント福島県中大会が三春町・田村
市を会場に開催されました。
　トーナメント方式で 11チームが対戦し、三春軟式野球スポー
ツ少年団が優勝しました。優勝・準優勝チームが 9月 20・21・
22 日に相馬市の光陽ソフトボール場で開催された県大会に出場
し、７支部の代表がトーナメントで対戦し初戦敗退となりまし
たが、一生懸命に最後までプレーをしました。
※小学１～５年生の団員を募集しています。興味のある方は
　監督までご連絡ください。

▼問　三春軟式野球スポーツ少年団　監督　橋本　☎ 090-6225-9717

▼問　総務課　庶務グループ　☎６２－２１１１

三春町版「来て」ポスターが完成しました

三春町教育委員会委員の再任について

　2020 年版「福島県公式イメージポスター」および市町村版「来て」ポスターが完成
しました。
　ポスターは、福島県クリエイティブディレクター「箭内道彦氏」監修のもと、作成され、
福島県の魅力と今を伝えるインパクトあるものとなっています。
　完成したポスターは、掲載にご協力いただける企業、商店、団体等の皆様に対し、無償
で提供されます。
　詳しくは、福島県HPをご覧ください。

▼問　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　　
　　　　福島県広報課　　　　　　　☎ 024-521-7124 三春町版「来て」ポスター

　三春町教育委員会委員の宗像俊樹氏が再任されました。任期は令和２年10月１日から令和６年９月30日までです。
　このことにより、三春町教育委員会は次のような構成になります。
●三春町教育委員会委員構成
○教育長　添田直彦（郡山市）　　　　　　○委員　宗像俊樹（一本松）
○教育長職務代理者　渡辺　勉（御祭）　　○委員　宮田美穂（御免町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ○委員　太田文枝（桜ケ丘）

▼問　教育課　学校教育グループ　☎62－６３１０
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第１回勉強会「地域の支え合いを考える会」を開催しました

田村地方統計協会長表彰を受賞

福島大学　三浦学長が来庁されました

　９月 15日、三春交流館「まほら」ホワイエで公益財団法人
さわやか福祉財団　岡野貴代様をお呼びし、第１回勉強会「地
域の支え合いを考える会」を開催しました。
　地域の支え合いについて、同じ地区に住むみなさんで話し合
い、自分たちの地域でどんな支え合い活動が必要かを考えまし
た。
　勉強会では、カードを使った助け合いゲームや、「生活の困
りごとや 10年後に不安に思うこと」、「地域にあったらよいと
思う助け合い活動」をテーマにしたグループワークが行なわれ、
各グループから前向きな意見を多数いただきました。
　今後も多くの話し合いの機会を設け、各地区に支え合いの花
をたくさん咲かせていきたいと考えております。
　町民の皆さまの力で、三春町を「支え合いで溢れるまち」に
していきましょう。
▼問　保健福祉課　介護保険グループ　☎６２－３１６６

　相川義則様（字大町）清水田正市様（大字沼沢）内藤公様（大
字上舞木）が令和２年度田村地方統計協会長表彰を受賞され、
9月 23 日に、三春町役場にて表彰伝達が行われました。こ
の表彰は、三春町の統計調査事務に５年以上従事し、特に成
績優秀と認められた方に贈られるものです。受賞おめでとう
ございます。

　10月５日、福島大学の三浦 浩喜学長が三春町役場を訪れ、
教育を通じた地域活性化について会談しました。
　三浦学長より東北の中高生を震災復興の担い手として育成
する国際プロジェクト「OECD 東北スクール」についてご紹
介いただき、子どもたちが地域課題の解決に取り組む中で、
学校を越えた連携により成長する重要性を説明していただき
ました。
　今後、田村高校生の若い力など、三春町が持つ魅力的なコ
ンテンツと福島大学の多様な研究による幅広い知見を活かした
地域振興を進めるため、町と大学の連携を図ってまいります。

講師の岡野貴代様

勉強会のようす

三春ロータリークラブの皆さんが来庁されました

　10月15日、三春ロータリークラブのガバナー

訪問として三春町役場を訪れ、町長と懇談されま

した。
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三春町交通教育専門員再任　平澤孝夫さん（御木沢）

県知事に要望を行いました
～桜川河川改修事業 (下流工区 )の事業促進について～

横山ミキさん　百歳賀寿おめでとうございます

令和２年度ヘルスメイトが誕生しました !!

　10 月１日付けで三春町交通教育専門員の辞令が交付されま
した。任期は令和５年９月 30日までの３年間です。
　平澤さんには、平成 23年から交通教育専門員として業務を
行っていただいており、引き続き交通安全に関する知識の普及
や交通安全思想の高揚を図るため、ご活躍いただきます。
　町内行事での交通誘導や街頭での交通安全指導などが主な活
動内容です。
　平澤さんよろしくお願いします。

　町および町議会では、昨年10月の台風19号により、桜川下流
工区 ( 八島川合流点～阿武隈川合流点 )において、河川氾濫によ
る床上・床下浸水、道路冠水や災害による国道および町道の通行
止めが発生し、町民皆さんの生活に大きな影響を与えたことから、
県庁を訪問して「桜川河川改修事業 (下流工区 )の事業促進につ
いて」内堀知事 (代理：井出副知事 )に要望を行いました。
　今後も町民皆さんの安心・安全のため取り組んでまいります。

　横山ミキさんが 10 月 11 日に満 100 歳を迎えられ、10 月
12 日に三春南東北リハビリテーションケアセンターにて賀寿
贈呈式が行われました。
　横山さんには、福島県より知事賀寿と会津塗り木杯、三春町
から賀寿と祝金、三春町老人クラブ連合会から祝金が贈られた
ほか、お孫さんからは花束、施設からは祝品の白だるまが贈ら
れました。
　横山さんの長生きの秘訣は好き嫌いをしないことだそうで
す。また、体操や民謡が楽しみだったそうです。横山さんの益々
のご長寿をお祈りいたします。

　10 月７日に令和２年度ヘルスメイト養成講座の修了式が開
催され、今年度は７名の方が受講を修了されました。
　医師や保健師、栄養士による講習や、国保医療や介護保険に
ついて担当職員からの講話を受け、楽しみながら学習を進める
ことができました。
　これからは、学んだ知識を地域の方に広められるよう活動し
てまいります。

▼問　三春町保健センター　☎ 62-5110

写真左より、佐藤副町長、坂本町長、
井出副知事、佐藤議長、影山副議長

写真左より、長谷川晉さん（下舞木）、市川喜惠子さん（熊耳）、
山本健さん（八島台）、工藤とよ子さん（平沢）、五十川一政さん（南町）、

佐藤妙子さん（下舞木）、千葉喜好さん（八島台）
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▶

▶
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▶

▶

▶

▶

延　長　業　務
▶

▶
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三春交流館運営協会自主事業
○開催日時：令和3年1月23日（土）開演14時（開場13時）
○会　　場：三春交流館「まほら」まほらホール
○チケット代：前売券 3,500 円
　当日券 4,000 円（前売券完売の場合、当日券はござい
　ません。）
○チケット発売
　・窓口発売：令和２年 11月 13日（金）15時から
　・電話受付：令和２年 11月 14日（土）10時から
　・購入可能者：福島県内に在住の方で、当日入場でき
　　る方は、開催前２週間以内に県外への行動歴がない
　　方のみとなります。また、チラシ裏面の注意事項等
　　に同意いただけない方の入場も固くお断りさせてい
　　ただきます。
　　詳細は、チラシをご覧ください。

運営ボランティア募集！
　「林家三平・春風亭一之輔二人会」の運営をお手伝いしてくれるボランティ
アを募集しております。
　三春交流館運営協会では、三春交流館「まほら」で開催する様々な自主事
業を企画・運営してきましたが、当日の運営をお手伝いしてくれる方を必要
としております。今回は、新春に笑いと元気を届ける舞台公演を支えてくれ
る方を募集しております。
　一緒に楽しく「まほら」での舞台公演に携わる感動を共有しませんか？

【募集要件】

▼問・申込　三春交流館「まほら」　☎６２－３８３７

初笑い「まほら」寄席　林家三平＆春風亭一之輔　二人会

日 時 令和３年１月23日（土）10時～17時頃

性別・年齢・経歴等は問いませんが、芸術文化等に興味があり、
積極的に参加できる方を求めます。求める人材

5名募集人数
令和２年12月23日（水）まで
ただし、募集人数に達ししだい、締め切ります。募集締切

無償のボランティアとなりますが、当日の昼食（お弁当・お茶）は出ます。報 償 等

チケットのもぎり、座席の案内・誘導など。
どなたでもできる簡単な内容となります。ボランティア内容

　町民図書館では、10月から入り口近くの棚の配置を変更しました。
　変更した分類は、次のとおりです。

▼　医療・健康

▼　家政学、手芸・料理、育児

▼　芸術・美術・工芸

▼問　町民図書館　☎ 62-3375

図書館の図書の配置を一部変更しました

変更した棚のようす（入り口側から）

▼問　三春交流館「まほら」　☎６２－３８３７
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趣
味
・
教
養

自然観察ステーション 11月のイベント情報

☎

M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 11 月～ 12月７日のイベント情報 ◆◆◆

令和２年度三春町文化祭　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【三春交流館「まほら」:0247-62-3837】
三春交流館
および

文化伝承館

11月／
14日（土）まで

芸術文化の普及と向上を図ることを目的に三春町文化祭を開催します。今年はコロナウイ
ルス対策を講じながら約20の参加団体の日頃の活動の成果を発表します。ぜひお越しくだ
さい。詳細については配布されたパンフレットをご覧ください。

三春磐州市「収穫市」 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【三春磐州市実行委員会（橋本紀子）:0247-62-5757】

11:00～13:00

交流広場

11月／
21日（土） 地元の農産物や商店の特売品など、いろいろなお店が出ますので、ぜひお越しください。

ボランティアコーディネーター養成研修会 　　　　　　　　　　　　　　　  【三春交流館「まほら」：0247-62-3837】

10:00～12:00
まほらホール
要事前申込

11月／
21日（土）

ボランティア活動の意義とコーディネーターの役割について講演します。ボランティア活動に
携わる方、ボランティア活動に興味のある方は、ぜひご参加ください。

議会を傍聴してみませんか。12月2日水曜日まほらホールにて一般質問の様子を放映します
のでぜひお越しください。

令和2年12月三春町議会定例会一般質問放映　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　【議会事務局:62-8124】

10:00～

（予定）

12月／
2日（水）

★ 星を見る会

★ つるクラフト教室

　秋の天体の観察をします。
▶ 日　　時　 11月 13日（金）・21日（土）　午後7時～９時
▶ 集合場所　 ステーション天文台
▶ 持 参 品　 特になし
▶ 参 加 費　 大人 200 円・子ども 100 円

※天候不良の時は、中止となる場合があります。

　大人は、ブドウづるでカゴなどを編みます。
　子供は、アケビづるでリース作りをします。

▶ 日　　時　 11 月 21 日（土）　午前 9時 30分～ 12時
▶ 集合場所　 ステーション
▶ 持 参 品　 剪定ばさみ（ご持参の可能な方）
▶ 参 加 費　 大人 材料費実費負担（1200 円程度）　子供 100 円

※新型コロナウイルスの影響により中止、または延期となる可能性がありますので、
　詳細はお問い合わせください。

※ この情報は、イベント等の主催者のご希望により掲載しております。掲載のご希望は、 三春交流館「まほら」までお願いします。

☎
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〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232〉

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前10時～正午／午後1時～3時
対　象行　事 日　時 場　所 内　容

地域
子育て支援
センター

保育士と一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。おはなし“あのね” 11月4日（水）11時30分～
就学前のお子さんと
保護者

地域
子育て支援
センター

就学前の11月生まれ
のお子さんと保護者

手作りの誕生カードに写真を貼り、身長・体重や手形を押して
つくります。大きなケーキを囲んで11月生まれのお友達を
みんなでお祝いします。
※当日、参加できなくても誕生カードを差し上げますので予
　約をお願いします。

お誕生会
11月生まれ（要予約）

11月20日（金）
11時30分～
申込期限11月13日（金）

保健センター 運動指導士の方と一緒におやこで楽しくからだを使った遊び
をします。おやこ運動遊び教室

11月10日（火）
10時～12時
申込期限11月6日（金）

1歳～3歳までの
お子さんと保護者

0歳～1歳位までのお
子さんと保護者

離乳食講座の時間があります。栄養士から具体的に話が聞け
ます。身長、体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さ
んとの時間を持ってみませんか。（母子手帳をご持参ください）

のびのびの日 11月27日（金）
10時～12時

図書館のスタッフがきてたのしいお話をします。出前おはなし会 就学前のお子さんと
保護者

11月18日（水）
10時30分～11時

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

※今後の新型コロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
★ すべての申込先は児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。

行　事 日　時 場　所 内　容

11月21日（土）
午前９時30分～
午前11時30分
申込期限11月9日（月）

内　容：「つるクラフト教室」
　　　  バスで自然観察ステーションに行き、世界に１つだけのリースを作ります。
参加費：100円（申し込み後の返金はできません）
持ち物：タオル・水筒・帽子
対　象：小学生
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）へ参加費を添えて
　　　 お申し込みください。材料を準備しますので、欠席となっても
　　　 返金できませんのでご了承ください。

理科クラブ
三春小わんぱくクラブ室
午前9時集合

自然観察ステーション

体育館で遊ぼう

11月7日（土）
午前10時～11時
申込期限11月4日（水）

内　容：「落とさず捕まえろ！！」
　　　 レジ袋を利用して行う新ジャンル鬼ごっこ！！広い体育館で、思いっきり体を動かそう！！
参加費：100円
持ち物：うわばき・タオル・着替え・水筒
対　象：小学生
申込先：児童生活センター（三春小学校内）・御木沢児童クラブ（御木
　　　 沢小学校体育館内）へ参加費を添えてお申し込みください。
　　　  当日欠席となっても返金できませんのでご了承ください。

御木沢小
体育館

11月14日（土）
午前9時45分集合
午前10時～12時
申込期限11月9日（月）

内　容：「シャボン玉で遊ぼう」
参加費：300円
持ち物：着替え・タオル・水筒・筆記用具
対　象：小学生
申込先：三春町児童生活センター（三春小学校内）・岩江児童クラブ
　　　（岩江センター内）へ参加費を添えてお申し込みください。材
　　　 料を準備しますので、欠席となっても返金できませんのでご了
　　　 承ください。

岩江センター

今月の行事をお知らせします
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課の今月の行事をお知らせします。
　詳しくは、お問い合わせください。
〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

対　象行　事 日　時 場　所
11月10日（火）　11時～11時30分絵本とわらべ唄 乳幼児と保護者、妊婦 町民図書館

※今後のコロナウイルスの感染拡大状況により変更になる場合があります。

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所 内容（持参物）
3～4か月児 令和2年 7月11日 

～8月10日生まれ
母子手帳、問診票、大きめのバスタオル、
子どもノート

11月17日（火）
個別に案内 三春町保健センター

9～10ヵ月児 母子手帳、問診票、大きめのバスタオル令和2年1月1日
～1月31日生まれ

11月25日（水）
個別に案内 町立三春病院

1歳6か月児 母子手帳、問診票、歯ブラシ、仕上げ磨き用
歯ブラシ、コップ、タオル、大きめのバスタオル

平成31年4月2日
～4月30日生まれ

11月19日（木）
個別に案内 三春町保健センター

3歳6か月児 母子手帳、問診票、尿、歯ブラシ、仕上げ磨き用
歯ブラシ、コップ、タオル、大きめのバスタオル

平成29年5月1日
～5月31日生まれ

11月18日（水）
個別に案内 三春町保健センター
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感
染
拡
大
地
域
に
滞
在
し
た
場

　

合
や
、
発
熱
、
喉
の
痛
み
、
頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

あ
る
場
合
は
、
来
所
前
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
の

お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持
ち
で
、
助
産
師
や

保
健
師
に
相
談
を
し
た
り
、
同
じ

子
育
て
を
し
て
い
る
方
と
お
話
し

が
で
き
ま
す
。

▼
対
象 

現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　

 

産
後
１
年
以
内
の
マ
マ

▼
内
容 

参
加
者
同
士
の
交
流

　
　
　

 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い

　
　
　

 

て
の
相
談

　
　
　

 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

　
　
　

 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育

　
　
　

  

て
に
つ
い
て
の
相
談
、
赤

　
　
　

ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ

　
　
　

ン
ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん

　
　
　

  

と
の
遊
び
の
紹
介
）

▼
日
時 

11
月
13
日
（
金
）

　
　
　

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

１
階
ホ
ー
ル

▼
持
っ
て
来
る
物

　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
粉

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

〜
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

知
ら
せ
て
守
る
子
ど
も
の
未
来
〜

　

児
童
虐
待
は
特
別
な
家
庭
に
だ

け
起
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
く
つ
も
の
要
因
が
絡
み
合

い
、
子
育
て
を
つ
ら
く
感
じ
て
し

ま
っ
た
時
な
ど
、
苦
し
い
悩
み
を

誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず
、
虐
待

に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体

で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
た
ら
、
ご
自
身
が
出
産
や
子

育
て
に
悩
ん
だ
ら
、
児
童
相
談
所
や

子
育
て
支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
児
童
虐
待
と
は
…

　

身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、

　

叩
く
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

　

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
家
の
外
に

　

し
め
だ
す　

な
ど

　

性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的

　

行
為
、性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

　

ネ
グ
レ
ク
ト
…
乳
幼
児
を
家
に

　

残
し
て
外
出
す
る
、
食
事
を
与

　

え
な
い
、
自
動
車
の
中
に
放
置

　

す
る　

な
ど

　

心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅

　

し
、
無
視
、
子
ど
も
の
目
の
前

　

で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る

　

う
（
Ｄ
Ｖ
）　

な
ど

■
子
ど
も
や
保
護
者
の
こ
ん
な
サ
イ

　
ン
を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

・
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声

　
　

や
保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

　

・
子
ど
も
に
不
自
然
な
傷
や
打

　
　

撲
が
あ
る

　

・
子
ど
も
の
衣
類
や
か
ら
だ
が

　
　

い
つ
も
汚
れ
て
い
る

　

・
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い

　
　

た
ま
ま
外
出
し
て
い
る

　

・
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒

　
　

否
的
、
無
関
心
で
あ
る

　

・
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不

　
　

自
然
な
説
明
を
す
る

▼
問

　

子
育
て
支
援
課

　

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
０
０
５
５

　

℻
62
‐
３
２
３
２

　

ミ
ル
ク
や
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ

　

ん
に
必
要
な
物
、
タ
オ
ル
（
乳

　

房
ケ
ア
を
ご
希
望
の
方
）

　

茶
話
会
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
必

　

要
な
方
は
飲
み
物
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

▼
ス
タ
ッ
フ 

助
産
師
、
保
育
士
、

　

栄
養
士
、
保
健
師

▼
お
願
い 

保
護
者
の
方
は
マ
ス
ク

　

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
所
時
の
「
検
温
」
や
「
手
指

　

消
毒
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

過
去
２
週
間
以
内
に
感
染
拡
大

　

地
域
に
滞
在
し
た
こ
と
の
あ
る

　

方
や
、発
熱
、喉
の
痛
み
、頭
痛
、

　

下
痢
、
嘔
吐
な
ど
体
調
不
良
の

　

方
は
ご
参
加
を
見
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
そ
の
他 

参
加
は
無
料
で
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
、
11
月
11
日

　
（
水
）
ま
で
に
子
育
て
支
援
課

　

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
・
姉
妹
が
一

　

緒
の
場
合
は
申
込
み
時
に
名
前

　

や
年
齢
等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
62
‐
０
０
５
５

子
ど
も
・
親
子

公
認
心
理
師
の
子
育
て
相
談
日
の

お
知
ら
せ

　

公
認
心
理
師
の
久
保
木
優
紀
先

生
、
横
山
美
香
先
生
が
、
町
内
の

保
育
所
・
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
ほ

か
、
子
育
て
の
こ
と
、
子
ど
も
の

発
達
の
こ
と
な
ど
の
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
相
談
日

の
２
日
前
ま
で
（
休
日
の
場
合
は

そ
の
前
日
ま
で
）
に
子
育
て
支
援

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
・
時
間
・
公
認
心
理
師

▼
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
お
願
い

・
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

・
予
約
日
の
過
去
２
週
間
以
内
に

11月5日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

11月17日㈫ 久保木優紀先生① 9:10～10：10
②10:30～11：30

12月3日㈭ 横山美香先生①13:10～14：10
②14:30～15：30

開催日 時　間 公認心理師
子
ど
も
・
親
子
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児
童
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令

和
３
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
ク
ラ
ブ
／
定
員

　

①
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
　
（
三
春
小
学
校
区
）
／
70
名

　

②
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
（
岩
江
小
学
校
区
）
／
60
名

　

③
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
（
御
木
沢
小
学
校
区
）
／
30
名

●
対
象

　

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
、
放

　

課
後
留
守
家
庭
と
な
る
児
童
で
、

　

放
課
後
に
学
校
か
ら
来
所
し
、

　

決
め
ら
れ
た
時
間
、
活
動
に
参

　

加
で
き
る
各
小
学
校
区
の
小
学

　

１
年
生
〜
６
年
生

●
募
集
期
間

　

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
・
岩
江
児
童

　

ク
ラ
ブ
・
御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ

　

11
月
25
日
（
水
）

＊
新
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
10
月

　

に
各
小
学
校
で
行
わ
れ
た
就
学

　

時
健
康
診
断
の
時
に
、
募
集
要

　

領
と
申
請
書
類
を
配
布
し
て
い

　

ま
す
。

※
既
入
所
者
に
つ
い
て
は
、
各
児
童

　

ク
ラ
ブ
を
通
し
て
、
募
集
要
領
と

　

申
請
書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
募
集
要
領
と
申
請
書
類
は
、
児

　

童
生
活
セ
ン
タ
ー
（
三
春
小
学

　

校
西
校
舎
）、
岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
岩
江
セ
ン
タ
ー
内
）、
御
木
沢

　

児
童
ク
ラ
ブ
（
御
木
沢
小
体
育

　

館
内
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
先

　

各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
児
童
生

　

活
セ
ン
タ
ー
（
三
春
小
学
校
西

　

校
舎
）
に
申
請
書
類
一
式
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
入
所
の
決
定

　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
令

　

和
３
年
２
月
末
日
ま
で
に
、
結

　

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

定
員
を
大
き
く
超
え
る
申
込
み

　

が
あ
っ
た
場
合
、
入
所
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
・
申
込

　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー
・
わ
ん
ぱ
く

　

ク
ラ
ブ

　

☎
62
‐
８
６
６
６

　

岩
江
児
童
ク
ラ
ブ

　

☎
０
２
４
‐
９
４
２
‐
０
０
９
２

　

御
木
沢
児
童
ク
ラ
ブ

　

☎
62
‐
７
７
７
０

ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
全
小
学
校
区
に
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
「
ま
ほ
ら
っ
こ

教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
の
参
加
申
込
み
に
つ
い

て
は
、
学
校
を
通
し
て
申
込
書
を

配
布
し
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
11
月
25
日
（
水
）

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
高
学
年
に
つ
い
て
は
、
配
布

し
て
い
な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
方
は
、
児
童
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ほ
ら
っ
こ
教
室
と
は

　

地
域
の
方
々
に
活
動
指
導
員
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
居

場
所
を
確
保
し
、
放
課
後
の
自
由

遊
び
や
勉
強
、
昔
遊
び
な
ど
の
様
々

な
体
験
活
動
や
異
学
年
交
流
を
行

う
と
こ
ろ
で
す
。

◆
安
全
管
理
員
・
活
動
指
導
員
の

　
活
動
内
容

　

地
域
の
方
が
得
意
な
こ
と
（
工

作
・
折
り
紙
・
昔
遊
び
な
ど
）
を

活
か
し
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

遊
ん
だ
り
、
学
習
や
遊
び
の
見
守

り
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
当
番
制
で
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
各
教
室
次
年
度
実
施
内
容

▼
問

　

児
童
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
62
‐
８
６
６
６

11（
い
い
）月
30
（
み
ら
い
）

日
は「
年
金
の
日
」で
す
!!

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国

民
お
一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
た
だ
く
日
」
と
し
て
、

11
（
い
い
）
月
30
（
み
ら
い
）
日

を
「
年
金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」や「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
の
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
郡
山
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
・
ね
ん
き
ん

　

定
期
便
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

まほらっこ御木沢教室　避難訓練のようす

年　
金

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
場
合

　

☎
（
東
京
）
０
３
‐
６
７
０
０
‐

　

１
１
４
４

個
人
事
業
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。
今
年
度
の
第
２
期

分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
月
）

で
す
。
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
税

を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
御

希
望
の
方
は
預
金
口
座
振
替
依
頼
書

に
必
要
事
項
を
御
記
入
の
上
、
口
座

振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
新
た
に
口
座
振
替

を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
来
年
度

か
ら
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

▼
問

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
一
課　

事
業
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
５
１

令
和
２
年
度
三
春
町
民
パ
ソ
コ
ン

講
座
中
止
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

三
春
町
民
パ
ソ
コ
ン
講
座
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
来
年
度
は
開
催
で

き
る
よ
う
内
容
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

税　
金

暮
ら
し

まほらっこ三春教室
（三春小学校空教室）
まほらっこ岩江教室
（岩江小学校体育館）
まほらっこ御木沢教室
（御木沢小学校音楽室）
まほらっこ中妻教室
（中妻地区公民館）
まほらっこ中郷教室
（中郷地区交流館）
まほらっこ沢石教室
（旧沢石地区福祉館）

月～金曜日 ※通常教室は、放課後から
　午後４時頃まで
※教室により終了時間が
　若干異なります。
※児童クラブのない地区
では延長及び長期休業中
の教室を実施しています。
詳しくは、下記へお問合せ
ください。

月～金曜日
月～木曜日
月～金曜日
月～金曜日
月～金曜日

教室名（実施場所） 実施曜日 実施時間
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▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
２

◆
１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て

　

火
災･

救
急

は
１
１
９
番
へ

通
報
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

通
報
時
は
ま

ず
落
ち
着
い
て
、

火
災
な
の
か
、

救
急
な
の
か
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
な
情
報
は
指
令
員
が
質
問

し
ま
す
の
で
、
慌
て
ず
に
は
っ
き

り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

郡
山
消
防
本
部
消
防
課

　

☎
０
２
４
‐
９
２
３
‐
８
１
７
３

農
地
付
き
空
き
家
の
農
地
取
得

下
限
面
積
を
緩
和
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、

遊
休
農
地
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
規
就
農
、
遊
休
農
地
の

解
消
や
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

空
き
家
に
附
随
す
る
農
地
に
つ
い

て
は
、
農
地
取
得
に
係
る
下
限
面

積
を
緩
和
し
ま
す
。

●
下
限
面
積　
１
ア
ー
ル

●
対
象
農
地　
農
業
委
員
会
が
指

　

定
し
た
空
き
家
に
附
随
し
た
農

　

地
●
申
請
手
続
き　
農
地
指
定
申
請

　

書
と
農
地
利
用
計
画
書
を
農
業

　

委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　
適
用
条
件
や
、
申
請

　

か
ら
許
可
ま
で
の
流
れ
な
ど
詳

子
ど
も
・
親
子

自
賠
責
保
険
・
共
済
未
加

入
で
の
運
行
は
法
令
違
反

で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
自
賠
責
保
険
・
共

済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令

違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

特
に
、
車
検
制
度
の
な
い

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動

機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）

は
、
有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い

内
容
は
、
自
賠
責
保
険
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
よ
り
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書

を
法
務
局
が
守
り
ま
す
！

　

令
和
２
年
７
月
10
日
か

ら
、
遺
言
の
利
用
を
促
進
し
、
相

続
を
め
ぐ
る
紛
争
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
法
務
局
で
自

筆
証
書
遺
言
書
を
お
預
か
り
す
る

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
自
書
さ

え
で
き
れ
ば
遺
言
者
本
人
の
み
で

作
成
で
き
、
手
軽
で
自
由
度
の
高

い
も
の
で
す
が
、
遺
言
書
の
紛
失

や
亡
失
、
相
続
人
に
よ
る
隠
蔽
や

改
ざ
ん
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
法
務
局
が
自
筆

証
書
遺
言
書
を
適
正
に
保
管
管
理

す
る
と
と
も
に
遺
言
書
の
把
握
も

容
易
と
な
り
ま
す
。
是
非
、
本
制

年　

金

税　

金

暮
ら
し

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
に
必
用
な
書
類
等
、
詳
し

く
は
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
※
手
続
は
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
）

▼
問

　

福
島
地
方
法
務
局　
（
本
局
）

　

供
託
課

　

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
１
９
７
１

　

相
馬
支
局

　

☎
０
２
４
４
‐
36
‐
３
４
１
３

　

郡
山
支
局

　

☎
０
２
４
‐
９
６
２
‐
４
５
０
０

　

白
河
支
局

　

☎
０
２
４
８
‐
22
‐
１
２
０
１

　

若
松
支
局

　

☎
０
２
４
２
‐
27
‐
１
４
９
８

　

い
わ
き
支
局

　

☎
０
２
４
６
‐
23
‐
１
６
５
１

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
か
ら

の
お
知
ら
せ

◆
こ
ん
ろ
か
ら
の
出
火
を
予
防
し

　
よ
う

　

毎
年
、
こ
ん

ろ
か
ら
の
出
火

が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

原
因
の
多
く

は
、
調
理
中
に
そ
の
場
を
離
れ
て

し
ま
っ
た
た
め
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
が
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

電
話
や
来
客
な
ど
で
そ
の
場
を

離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

　

細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
請
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
62
‐
２
１
１
２

令
和
２
年
度
「
介
護
就
職
デ
イ
」

福
祉
関
係
合
同
説
明
会
（
郡
山

会
場
）

　

福
祉
の
仕
事
内
容
や
魅
力
が
分

か
る
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
ご
覧
い
た
だ

く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
は
じ
め
と
し
た
各
ブ
ー
ス
で

の
相
談
の
他
、
求
人
の
応
募
も
可

能
で
す
。

※
企
業
担
当
者
は
参
加
し
ま
せ
ん
。

●
日
時

　

令
和
２
年
11
月
18
日
（
水
）　

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

●
会
場

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
Ｂ

　
（
郡
山
市
南
２
‐
52
）

　
▼
問

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

　

☎
０
２
４
‐
９
４
２
‐
８
６
０
９

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
？

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

▼
問

　

福
島
県
労
働
局

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
‐
５
３
６
‐
４
６
０
７

　

各
労
働
基
準
監
督
署
、
公
共
職

　

業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
、
令
和
２
年
10
月
２
日
か
ら
時

間
額
が
７
９
８
円
か
ら
８
０
０
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
常
用
、
臨
時
、
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
名
称
に
か

か
わ
ら
ず
、
福
島
県
内
の
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
、

そ
の
金
額
以
上
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

・
精
皆
勤
、
通
勤
、
家
族
手
当

　

・
時
間
外
、
休
日
の
割
増
賃
金

　
　

お
よ
び
深
夜
手
当

　

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、

　
　

１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

　
　

に
支
払
わ
れ
る
賃
金

▼
問

　

福
島
県
労
働
局

　

労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
４
‐
５
３
６
‐
４
６
０
４

　

各
労
働
基
準
監
督
署
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▼
対
象　
福
島
県
内
に
在
住
す
る
、

　

子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
興
味

　

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

▼
受
講
料　
無
料

▼
定
員　
35
名
（
先
着
順
・
定
員

　

に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
）

▼
申
込
み　
三
春
町
民
図
書
館
に

　

お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話

　

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
民
図
書
館

　

☎
62
‐
３
３
７
５

「
住
宅
フ
ェ
ア
」
開
催

　

三
春
町
住
宅
研
究
会
で
は
町
と

の
「
平
沢
四
合
田
住
宅
団
地
モ
デ

ル
住
宅
建
設
事
業
基
本
協
定
」
に

よ
り
モ
デ
ル
住
宅
の
建
築
を
進
め

て
お
り
、
一
部
完
成
に
伴
い
、
住

宅
建
設
の
様
子
や
、
完
成
し
た
住

宅
を
ご
覧
い
た
だ
く
「
住
宅
フ
ェ

ア
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
11
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場
：
平
沢
四
合
田
住
宅
団
地
内

　
　
　
（
大
字
平
沢
字
谷
戸
地
内
）

　
新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

『珪藻美術館』
奥修／文・写真
福音館書店

『避難所に行かない
防災の教科書』

西野弘章／著　扶桑社
　「珪藻（けいそう）」とは、水中にいる藻の中
でも、ガラスの殻をもつものを指します。川な
どから採取した珪藻を洗浄して顕微鏡でのぞく
と、宝石のようにきらめく珪藻の姿が浮かび上
がります。ホコリよりも小さな珪藻を並べ、アー
トとして写真におさめるまでの、気の遠くなる
ような作業についても説明されていて、興味が
いっそう深まります。ミクロの美の世界を紹介
する科学写真絵本です。小学校中級から。

　2019 年の超大型台風で被災した著者
が、その体験をもとに、自宅での避難を乗
り切る技術を紹介した1冊です。災害の
際に自宅にいるためには、その家が災害
に強く、安心して過ごせる場所でなければ
なりません。この本では、自分でできる家
の補強の仕方や、非常時用の電源の確保、
食料の備蓄方法など、日ごろからできる実
践的な取り組みを紹介しています。身近な
ところから防災を考えてみませんか。

赤
ず
き
ん
、
旅
の
途
中
で
死
体
と
出
会
う
。（
青
柳
碧
人
）
／
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
は
月

を
見
上
げ
る
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
／
僕
の
神
さ
ま
（
芦
沢
央
）
／
赤
い
砂
を
蹴

る
（
石
原
燃
）
／
竜
巻
ガ
ー
ル
（
垣
谷
美
雨
）
／
鴨
川
食
堂
も
て
な
し
（
柏
井
壽
）

／
ｆ
ｉ
ｓ
ｈ
ｙ（
金
原
ひ
と
み
）／
よ
る
の
ふ
く
ら
み（
窪
美
澄
）／
任
侠
書
房（
今

野
敏
）
／
う
る
は
し
み
に
く
し
あ
な
た
の
と
も
だ
ち
（
澤
村
伊
智
）
／
竹
林
の
七

探
偵
（
田
中
啓
文
）
／
商
う
狼
（
永
井
紗
耶
子
）
／
テ
ロ
リ
ス
ト
の
家
（
中
山
七

里
）
／
夢
魔
の
牢
獄
（
西
澤
保
彦
）
／
口
福
の
レ
シ
ピ
（
原
田
ひ
香
）
／
女
だ
て

ら
（
諸
田
玲
子
）
／
夫
の
後
始
末　
続
（
曽
野
綾
子
）
／
サ
ガ
レ
ン　
境
界
を
旅

す
る
（
梯
久
美
子
）
／
そ
の
裁
き
は
死
（
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ　
山
田

蘭
訳
）
／
心
は
孤
独
な
狩
人
（
カ
ー
ソ
ン
・
マ
ッ
カ
ラ
ー
ズ　
村
上
春
樹
訳
）

『避『避難所難所に行に行かなかない
読
み
物
・
文
芸

※新着コーナーには１１月５日（木）に並びます。 ▼問　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

三
春
町
民
図
書
館
開
館
30
周
年

　

三
春
町
民
図
書
館
は
、
平
成

２
年
７
月
に
開
館
し
て
か
ら
約

１
５
０
万
人
以
上
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
頃
か
ら
町
民
図
書

館
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

の
中
か
ら
読
書
体
験
の
寄
稿
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
私
の
読
書
体
験
】

　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

恵
津
子

　

小
さ
い
頃
か
ら
、
本
の
大
好
き

な
子
供
で
し
た
。
多
く
の
本
を
読

み
続
け
て
大
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
が
終
わ
り
、
仕
事
が
終

わ
り
、
百
歳
近
い
母
を
看
取
っ
て
、

も
ろ
も
ろ
の
柵
（
し
が
ら
み
）
を

離
れ
て
、
多
く
の
物
を
持
た
ず
に
、

沢
山
の
花
と
木
々
に
囲
ま
れ
た
念

願
の
一
人
暮
ら
し
で
す
。
沢
山
の
物

や
大
好
き
な
山
ほ
ど
の
本
の
処
分

は
案
外
に
大
変
で
し
た
。

　

三
春
に
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
不

思
議
と
本
好
き
な
方
と
の
出
会
い

が
続
い
て
、
ご
本
を
い
た
だ
い
た

り
、
ご
自
身
で
お
読
み
に
な
っ
て

楽
し
か
っ
た
本
を
貸
し
て
下
さ
っ
た

り
、
気
が
付
い
た
ら
三
春
の
図
書

館
に
せ
っ
せ
と
通
っ
て
、
今
ま
で
手

に
取
っ
た
事
も
な
か
っ
た
様
な
本
を

随
分
読
ん
だ
り
し
て
、
本
を
借
り

に
行
く
の
が
楽
し
み
な
生
活
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

２
年
近
く
経
っ
た
頃
で
し
ょ
う

か
、
顔
見
知
り
に
な
っ
た
図
書
館

員
の
女
性
に
お
好
き
な
本
を
伺
っ

て
教
え
て
い
た
だ
い
た
本
が
と
っ

て
も
楽
し
く
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
20

冊
以
上
も
読
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
楽
し
い
、
楽
し
い
出
会
い
で

す
。
今
年
も
年
間
で
２
０
０
冊
近

い
本
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課　

町
民
図
書
館　

　

☎
62
‐
３
３
７
５

「
三
春
町
民
図
書
館
開
館
30
周
年

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
」

　

子
育
て
・
孫
育
て
を
さ
れ
て
い
る

方
や
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
方
に
向
け
て
、
子

ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
、
昔
話
の

か
た
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
昔
話
の

か
た
り
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
促
す

だ
け
で
は
な
く
、
大
人
と
子
ど
も
と

の
あ
た
た
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
に
本
を
読
み
聞
か
せ
す

る
と
良
い
っ
て
聞
く
け
ど
、
ど
ん
な

本
を
読
ん
だ
ら
い
い
の
？
」「
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た

い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
い
…
」
そ
ん
な
方
は
い
ま

せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

▼
開
催
日　
12
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

▼
講
師

　

あ
づ
ま
子
ど
も
の
本
の
会

　

松
本
貞
子
氏

　

児
童
図
書
館
研
究
会
福
島
支
部

　

大
崎
眞
希
子
氏
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　徳田研山は、江戸時代の終わりごろから明治時代にかけて、馬の絵をよく描いた絵師です。徳田研山というと１

人の人物を思い浮かべるかもしれませんが、「研山」は号で、代々に渡って使用されていました。初代は好時が、

次にその子である好展が「研山」を名乗っていたことがわかっています。

　好時は、もともとは三春藩の駒奉行を務め、文政３（1820）年に大坪流馬術の免許皆伝を受け、馬術の先生

として活躍しました。その傍らで、絵を学び、勇ましく戦う武者や力強い馬の絵を得意としていました。

　２代目の好展もまた、藩の駒奉行を務めました。三春大神宮に奉納されて

いる白馬像は、当時の三春産の馬をあらわしたもので、好展が監修し、田村

大元神社の仁王像なども手掛けた伊東光雲が制作しました。像は、現代のサ

ラブレットに比べると小ぶりですが、かつての在来馬の姿を見ることができる

貴重な文化財です。

　駒奉行を務め、普段から身近で馬に接していた好展だからこそ、写実的な

神馬を制作することができたと考えられています。

☎

三春の文化財　徳田研山と三春大神宮の白馬像
とく   だ けん  ざん

よし  とき

よし  のぶ

おお つぼりゅう

内
容　
・
モ
デ
ル
住
宅
の
見
学

　
　
　

・
住
宅
相
談
会

　
　
　

・
不
動
産
情
報
の
案
内

▼
問

　

三
春
町
住
宅
研
究
会

　

㈱
渡
伝
組

　

☎
62
‐
３
０
１
８

令
和
３
年
三
春
町
成
人
式
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

日
時
：
令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

※
成
人
の
日
の
前
日
　

　
　
　

受
付　

午
後
０
時
30
分

　
　
　

式
典　

午
後
１
時
30
分

場
所
：
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら

　
　
　

ホ
ー
ル
」

該
当
者
：
平
成
12
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住
者

　

ま
た
は
出
身
者

　

令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
、
三
春

　
町
に
住
所
が
な
い
方
に
は
、
案

　
内
状
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

　
出
席
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
町
内
に
住
民
登
録
（
令
和
２
年

　

９
月
１
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る

　

方
に
は
、
11
月
中
頃
に
案
内
状

　

を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

暮
ら
し

そ
の
他
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
予
防
の
た
め
、
次
の

　

と
お
り
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

・
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
・
ア
ル

　

コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
近
距
離
で
の
会
話
は
避
け
、
で

　

き
る
だ
け
人
と
人
と
の
距
離
を

　

空
け
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
前
２
週
間
の
体
調
チ
ェ
ッ
ク

　

を
し
、
発
熱
、
咳
、
く
し
ゃ
み
、

　

倦
怠
感
な
ど
、
体
調
不
良
の
場

　

合
は
、
出
席
さ
れ
な
い
よ
う
お

　

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事
後
２

　

週
間
に
つ
い
て
も
体
調
チ
ェ
ッ

　

ク
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
で
き
る
だ
け
接
触
者
確
認
ア
プ

　

リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」
の
活
用
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

・
来
賓
者
に
つ
い
て
は
、
最
小
限

　

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

　

で
、
例
年
ご
案
内
を
さ
せ
て
い

　

た
だ
い
て
い
た
方
で
も
、
今
回

　

は
ご
案
内
し
な
い
場
合
が
ご
ざ

　

い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
事
態
宣
言
、
国
や
県
な
ど

　

か
ら
の
要
請
、
町
内
で
感
染
者

　

が
増
大
し
て
い
る
な
ど
、
状
況

　

に
よ
っ
て
は
、
中
止
す
る
場
合

　

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

▼
問

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

☎
62
‐
３
８
３
７

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
々
へ

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す

　

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠

牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

戦
没
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

請
求
か
ら
国
債
を
受
領
す
る
ま

で
約
１
年
か
か
り
ま
す
。
第
十

回
特
別
弔
慰
金
を
受
給
さ
れ
た
方

で
、
ま
だ
請
求
が
お
済
み
で
な
い

方
は
お
早
目
に
ご
請
求
・
ご
相
談

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

○
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

　

名
国
債

○
請
求
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
５
年
３
月
31
日

　

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
時
効

　
　

に
よ
り
特
別
弔
慰
金
を
受
け

　
　

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

　
　

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
請
求
窓
口

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
援
護

　

担
当
課

▼
問

　

住
民
課　

住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
８
１
２
６
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新
婚
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

　

町
で
は
、
婚
姻
に
伴
う
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
町

内
で
結
婚
生
活
を
始
め
る
新
婚
世

帯
に
対
し
、
住
居
費
や
引
越
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
世
帯
】

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
世
帯

　

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

・
令
和
２
年
３
月
１
日
か
ら
令

　
　

和
３
年
２
月
28
日
ま
で
の
間

　
　

に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
受
理

　
　

さ
れ
た
夫
婦

　

・
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
夫

　
　

婦
共
に
34
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

　

・
直
近
の
所
得
証
明
書
に
基
づ

　
　

く
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た

　
　

金
額
が
３
４
０
万
円
未
満
で

　
　

あ
る
こ
と

　

・
対
象
と
な
る
住
居
が
三
春
町

　
　

内
に
あ
り
、
申
請
時
に
夫
婦

　
　

の
双
方
ま
た
は
一
方
の
住
民

　
　

票
の
住
所
が
当
該
住
宅
の
住

　
　

所
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　

・
他
の
公
的
制
度
に
基
づ
く
家

　
　

賃
補
助
等
を
受
け
て
い
な
い

　
　

こ
と

　

・
過
去
に
こ
の
制
度
に
基
づ
く

　
　

補
助
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

　
　

こ
と

　

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
助
成
対
象
と
な
る
経
費
】

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

　

３
年
２
月
28
日
ま
で
の
間
に
支

　

払
っ
た
次
の
費
用
で
す
。

　

・
結
婚
を
機
に
新
た
に
物
件
を

　
　

購
入
（
※
１
）
ま
た
は
賃
借

　
　
（
※
２
）
す
る
際
に
要
し
た

　
　

住
居
費

　

※
１　

購
入
に
要
し
た
住
居
費

　
　
　

は
、
建
物
の
購
入
費
の
み

　
　
　
（
土
地
購
入
代
、
リ
フ
ォ
ー

　
　
　

ム
は
対
象
外
）

　

※
２　

賃
借
に
要
し
た
住
居
費

　
　
　

は
、
新
居
の
家
賃
、
敷
金
、

　
　
　

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手

　
　
　

数
料
の
み

　

・
結
婚
を
機
に
新
た
な
住
宅
へ

　
　

移
転
す
る
た
め
に
要
し
た
引

　
　

越
費
用
（
引
越
業
者
ま
た
は

　
　

運
送
業
者
へ
の
支
払
い
に
係

　
　

る
実
費
の
み
）

【
助
成
金
額
】

　

住
居
費
お
よ
び
引
越
費
用
を
合

　

わ
せ
た
額
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

　

30
万
円
を
上
限
額
と
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
令
和
３
年

　

２
月
28
日
ま
で
に
、
次
の
必
要

　

書
類
を
用
意
し
、
役
場
２
階

　

企
画
政
策
課
ま
で
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。（
様
式
第
１
号
・
第
２
号

　

に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

・
補
助
金
交
付
申
請
書
（
様
式

　
　

第
１
号
）

　

・
婚
姻
届
受
理
証
明
書
ま
た
は

　
　

婚
姻
後
の
戸
籍
謄
本
（
全
部

　
　

事
項
証
明
書
）

　

・
夫
婦
の
所
得
証
明
書
、
納
税

　
　

証
明
書
（
申
請
時
点
に
お
い

　
　

て
直
近
の
も
の
）

　

・
物
件
の
売
買
契
約
書
ま
た
は

　
　

工
事
請
負
契
約
書
の
写
し　

　
　
（
住
宅
取
得
の
場
合
）

　

・
物
件
の
賃
貸
借
契
約
書
の
写

　
　

し
（
住
宅
賃
貸
の
場
合
）

　

・
住
宅
手
当
支
給
証
明
書
（
様

　
　

式
第
２
号
）（
住
宅
手
当
が

　
　

支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
）

　

・
領
収
書
の
写
し

　

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

▼
問

　

企
画
政
策
課

　

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
１
１
２
２

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く

だ
さ
い

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ご
み
集
積
所
で

の
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ

て
お
ら
ず
、
ご
み
の
収
集
や
処
理

に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
お

手
持
ち
の
「
ご
み
減
量
分
別
ガ
イ

ド
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
ご
み

出
し
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
】

○
収
集
業
者
が
ご
み
を
収
集
し
た

　
後
に
ご
み
が
出
さ
れ
た
。

　

次
回
の
収
集
日
ま
で
収
集
さ
れ

　

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
収
集
日
の

　

朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
町
の
指
定
ご
み
袋
以
外
の
袋
で

　
ご
み
が
出
さ
れ
た
。

　

町
の
ご
み
処
理
費
用
の
一
部
を

　

指
定
ご
み
袋
の
価
格
に
含
ま

　

れ
る
手
数
料
で
ま
か
な
っ
て
い

　

ま
す
。
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な

　

い
ご
み
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　

を
集
積
所
に
出
す
場
合
は
、

　

必
ず
指
定
ご
み
袋
を
使
用
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
燃
え
る
ご
み
の
袋
に
ビ
ン
や
缶

　
が
入
っ
て
い
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

　
ク
ご
み
の
袋
に
紙
類
や
金
属
類

　
が
入
っ
て
い
た
。

　

資
源
化
で
き
る
ご
み
は
リ
サ
イ

　

ク
ル
を
し
て
そ
の
収
入
を
ご
み

　

処
理
費
用
の
一
部
に
あ
て
て
い

　

ま
す
。
ご
み
減
量
化
の
た
め
分

　

別
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
キ
ャ
ッ
プ
や

　
ラ
ベ
ル
が
つ
い
た
ま
ま
に
な
っ

　
て
い
る
。

　

キ
ャ
ッ
プ
は
燃
え
る
ご
み
、
ラ

　

ベ
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
燃
え
な
い
ご
み
の
袋
に
ス
プ

　
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
有

　
害
ご
み
が
混
入
し
て
い
た
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
中
に
残
っ

　

て
い
る
ガ
ス
に
引
火
し
、
火
災

　

や
爆
発
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ

　

が
あ
り
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
、

　

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
使
い

　

捨
て
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、
中
身

　

を
使
い
切
り
「
有
害
ご
み
」
と

　

し
て
黒
の
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
集
積
所
の
ネ
ッ
ト
が
き
ち
ん
と

　

か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

　

カ
ラ
ス
に
ご
み
を
荒
ら
さ
れ
る

　

事
案
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
環

　

境
美
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
ネ
ッ

　

ト
は
す
き
間
が
な
い
よ
う
に
か

　

ぶ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力

　

く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼
い

犬
は
年
一
回
、
４
月
１
日
か
ら
６

月
30
日
ま
で
の
間
に
狂
犬
病
予
防

注
射
を
接
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
狂
犬
病
予
防
法
施
行
規

則
が
改
正
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
ま
た
は
ま

ん
延
の
影
響
に
よ
る
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら

６
月
30
日
の
期
間
内
に
、
狂
犬
病

予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
犬
の
飼
い
主
は
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
12

月
31
日
ま
で
に
予
防
注
射
を
受
け

れ
ば
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
お
済
み
で
な
い
飼
主
の
方

は
、
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受

け
、
獣
医
師
が
交
付
す
る
狂
犬

病
予
防
注
射
証
明
書
と
手
数
料

５
５
０
円
を
役
場
窓
口
に
持
参

し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
動
物
病
院
で
の
予
防
注

射
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、

事
前
に
動
物
病
院
に
電
話
等
で
連

絡
、
相
談
の
う
え
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５
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て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

・
落
雪
に
注
意
し
て

　
　

屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
配
管

　
　

破
損
・
脱
落
や
貯
油
タ
ン
ク
の

　
　

転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
定
期
点
検
を
怠
ら
な
い

　
　

配
管
や
貯
油
タ
ン
ク
の
点
検
を

　
　

定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
等
が
漏
れ
て
い
る
こ
と
に

　
気
づ
い
た
ら
、
火
気
に
十
分
注

　
意
し
な
が
ら
直
ち
に
布
な
ど
で

　
回
収
し
、
河
川
に
流
出
し
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　
す
み
や
か
に
役
場
ま
た
は
消
防

　
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

皆
さ
ん
の
声
を
県
政
に
！

県
政
に
対
す
る
ご
提
案
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

提
案
を
今
後
の
県
の
事
業
に
活
か

す
た
め
の
「
県
民
提
案
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
し
て
欲
し
い
内

容
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
、
県
庁
県

民
広
聴
室
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

手
紙
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
、
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
提
案
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
必

ず
書
面
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
担
当
部
局
が
検
討
し
、

提
案
を
受
理
し
た
日
か
ら
概
ね
２

週
間
程
度
で
提
案
者
へ
回
答
い
た

し
ま
す
。

使
用
済
小
型
家
電
の
無
料
回
収
を

行
い
ま
す

　

燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
排
出
さ

れ
て
い
る
使
用
済
み
の
小
型
家
電

に
は
、
鉄
・
ア
ル
ミ
・
金
・
銀
・
銅
・

レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
貴
重
な
資
源

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

小
型
家
電
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
金
属
資

源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
町
内
の
ご
み
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

使
用
済
小
型
家
電
に
つ
い
て
、
試
験

的
に
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。
期

間
内
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

回
収
期
間

　

11
月
９
日（
月
）〜
11
月
27
日（
金
）

　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

　

※
受
付
時
間

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
（
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

回
収
場
所

　

三
春
町
役
場　

１
階
窓
口

　

※
窓
口
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

　
　

置
し
ま
す
。
回
収
ボ
ッ
ク
ス

　
　

に
入
ら
な
い
小
型
家
電
は
職

　
　

員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

回
収
対
象
品
目

※
回
収
対
象
品
に
つ
い
て
、
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注　
意

　

○
一
度
回
収
し
た
使
用
済
小
型

　
　

家
電
は
、
い
か
な
る
理
由
で

　
　

も
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　
　

注
意
く
だ
さ
い
。

　

○
機
器
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個

　
　

人
情
報
等
の
デ
ー
タ
は
消
去

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
電
池
類
（
乾
電
池
、
ボ
タ
ン

　
　

電
池
、
ニ
ッ
カ
ド
電
池
）
や

　
　

再
生
機
器
の
テ
ー
プ
、
デ
ィ

　
　

ス
ク
は
回
収
の
対
象
外
で
す
。

　
　

あ
ら
か
じ
め
外
し
て
か
ら
お

　
　

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

〇
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
小
型

　
　

家
電
は
対
象
外
で
す
。
事
業

　
　

所
の
責
任
に
お
い
て
処
理
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。暮

ら
し

募　
集

▼
県
民
提
案
の
提
出
先

　

福
島
県
庁
県
民
広
聴
室

　
（
〒
９
６
０
‐
８
６
７
０

　
　
　
　

福
島
市
杉
妻
町
２
‐
16
）

　

℻
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
９
３
４

　

E
-m

ail　

k
o
u
ch

o
@
p
ref.

　

fukushim
a.lg.jp

▼
問

　

福
島
県
県
民
広
聴
室

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
０
１
３

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
会
員

募
集
中
！

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
は
、

町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
旧

跡
、
文
化
財
等
の
案
内
を
通
し
て
、

町
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
な
ど
を

紹
介
・
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
は
、

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
・
申
込

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

　
（
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部
）

　

☎
62
‐
３
６
９
０

観光案内のようす

▼
問

　

住
民
課　

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
２
１
４
７

　

℻
62
‐
５
１
５
５

油
類
の
流
出
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

例
年
、
貯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移

し
替
え
や
配
管
の
破
損
な
ど
に
よ

る
油
の
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

動
車
事
故
に
よ
る
油
類
の
流
出
事

故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
河
川
水
質
事
故

の
う
ち
、
油
類
の
流
出
事
故
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。
油
が
河
川
に
流

出
す
る
と
、
下
流
域
の
水
道
や
農
業

用
水
、
漁
業
等
の
利
水
に
影
響
を
及

ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、
魚
類
等
の
生

息
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。ま
た
、

流
出
し
た
油
の
回
収
処
理
に
は
多
額

の
費
用
と
労
力
が
生
じ
、
原
因
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
を
む
か
え
、
特
に
灯

油
等
の
使
用
が
増
え
ま
す
の
で
、
家

庭
や
事
業
所
な
ど
で
の
灯
油
等
の
適

切
な
取
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心

　
が
け

　

・
そ
の
場
を
離
れ
な
い

　
　

貯
油
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油

　
　

を
小
分
け
に
す
る
と
き
は
絶

　
　

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ

　
　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　
　

使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク

　
　

を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　

・
配
管
の
場
所
に
は
目
印
を

　
　

除
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
を

　
　

防
ぐ
た
め
に
目
印
を
立
て
て
お

　
　

き
ま
し
ょ
う
、
ま
た
、
万
一

　
　

に
備
え
て
防
油
堤
を
設
置
し

通信機器

電子機械器具

パソコン類

ゲーム機
カー用品
その他付属品

携帯電話、スマートフォン、PHS

カーナビ、カーオーディオ、ETC車載ユニット
ケーブル、充電器、アダプター、プラグ・ジャック

デジタルカメラ、ビデオカメラ、DVDプレーヤー、MDプレー
ヤー、CDプレーヤー、携帯音楽プレーヤー、携帯ラジオ、
CDラジカセ（スピーカー一体型）、ICレコーダー、電子辞書

据置型ゲーム機、携帯型ゲーム機、カセット式ゲー
ムソフト（ディスク型ソフトは除く）

デスクトップ型パソコン本体（ブラウン管モニターは回収不
可）、ノートパソコン（マウス、キーボード単体は除く）、タブ
レット、ワープロ（インクは外す）、USBメモリ、メモリーカ
ード、ハードディスク、基盤、ハブ・ルーターなどの周辺機器

募　

集
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広　
告　
欄

三
春
壮
年
軟
式
野
球
チ
ー
ム（
仮
称
）

選
手
募
集
に
つ
い
て

　

三
春
町
を
拠
点
と
し
て
、
新
た

に
壮
年
軟
式
野
球
チ
ー
ム
を
結
成

す
る
こ
と
と
な
り
、
参
加
選
手
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
40
歳
以
上
の
方
と
な
り

ま
す
が
、
39
歳
以
下
の
方
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
。

　

我
ら
と
一
緒
に
野
球
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

大
内
広
信

　

☎
０
８
０
‐
１
６
５
８
‐
３
０
３
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
入
会

説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
や
り
が
い
、
生
き
が
い
、
仲
間

　
づ
く
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
に
関
す
る
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

▼
場
所

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な

　

ら
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け

　

ま
す
。

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　
扱
う
仕
事
（
例
）

　

施
設
の
清
掃
管
理
、
除
草
、
墓
地

　

清
掃
、
障
子
・
網
戸
の
張
替
え
、

　

手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木
工
品
、

　

手
芸
品
）
の
制
作
販
売　

な
ど

▼
問

　

三
春
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
三
春
町
字
南
町
21
‐
１
）

　

☎
62
‐
７
３
０
８

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
研
修
会
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
意
義
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
〜
」
参
加

者
募
集
！

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
っ
て
ど
ん
な
人
？
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
っ
て
い
っ
た
い
何
を
す

れ
ば
い
い
の
？
」
そ
ん
な
疑
問
、
興

味
を
持
っ
た
あ
な
た
へ
、
本
研
修
会

へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
日

程
に
よ
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
11
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　
　

ホ
ー
ル

▼
内
容　
全
国
体
験
活
動
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
総
合
推
進
セ
ン

　

タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

橋
本
洋
光
氏
に
よ
る
講
演

▼
参
加
対
象　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
に
携
わ
る
方
、
ま
た
は
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る

　

方
▼
申
込
方
法

　

事
前
申
込
制
（
定
員
１
０
０
名
）

　

※
入
場
無
料

　

申
込
書
（
ま
ほ
ら
設
置
、
町
Ｈ

　

Ｐ
掲
載
）
に
よ
り
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

▼
問

　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
８
３
７

　

℻
62
‐
４
７
２
７

「
東
北
復
興
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン

２
０
２
１
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

し
ま
す

　

こ
の
事
業
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
復
興
10
年
目
に
あ
た
る

２
０
２
１
年
３
月
に
世
界
中
か
ら

い
た
だ
い
た
復
興
支
援
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

し
て
、
宇
宙
か
ら
発
信
し
よ
う
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
一
部
は
、
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
日
本
人
宇
宙
飛
行
士

に
よ
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
、
全
世

界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
ワ
ン
ア
ー
ス
が

復
興
庁
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
三
春
町
も
参
加
し
ま
す
。

　

下
記
に
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
募
集
内
容

　
「
世
界
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
」

　

復
興
10
年
、
こ
れ
ま
で
の
復
興

　

支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

　

を
表
現
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　

※
字
数
は
、
４
０
０
字
以
内
。

〇
応
募
資
格

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

〇
応
募
方
法

　

メ
ー
ル
で
の
送
信
ま
た
は
郵
送

　
（
メ
ー
ル
の
件
名
、
ま
た
は
封
筒

　

に
「
東
北
復
興
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ

　

ン
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
任
意
様
式
に
よ
る
。
紙
で
の
応
募

　

の
場
合
、
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

〇
応
募
締
切

　

令
和
２
年
11
月
30
日
（
月
）ま
で

〇
注
意
事
項

　

・
多
数
ご
応
募
い
た
だ
い
た
場

　
　

合
、
担
当
課
で
選
定
し
ま
す
。

　

・
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
メ
ッ

　
　

セ
ー
ジ
は
、
一
般
社
団
法
人

　
　

ワ
ン
ア
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

ジ
上
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で

　
　

す
。

　

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
全
て
が
宇
宙

　
　

飛
行
士
に
読
み
上
げ
ら
れ
る

　
　

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
応
募
・
問

　

〒
９
６
３
‐
７
７
９
６

　

三
春
町
字
大
町
１
‐
２

　

三
春
町
役
場　

産
業
課

　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
３
９
６
０

　

Em
ail:kanko@

tow
n.m

iharu.

　

fukushim
a.jp
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募　

集

健　

康

に
こ
に
こ
元
気
塾

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
運
動
、
栄

養
、
口
腔
を
中
心
と
し
た
介
護
予

防
教
室
で
す
。
何
で
も
で
き
る
今

が
始
め
る
と
き
！

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
で
、地
域
の
仲
間

と
一
緒
に
健
康
貯
筋
し
ま
し
ょ
う
!!

【 

開
催
日
一
覧 

】

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
な

　

が
ら
元
気
に
開
催
し
て
お
り
ま

　

す
。
ま
た
、
各
会
場
２
班
体
制

　

で
の
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、お
気

　
　
　
　

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

☎
62
‐
３
９
５
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　

今
年
度
、
対
象
と
な
る
方
は
次
の

別
表
の
と
お
り
で
す
。
対
象
者
に
は

今
年
の
４
月
に
す
で
に
予
診
票
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
紛
失
さ
れ
た
方
は
保

健　
康

月

火

水
木
金

岩　江
要　田
中　妻
三　春
沢　石
御木沢
中　郷

岩江防災コミュニティーセンター
要田交流館大平荘
中妻地区公民館
三春町保健センター
八島台集会所
沢石会館
御木沢地区公民館
中郷地区交流館

2、9、16、30
10、17、24
10、17、24
4、11、18、25
4、11、18、25
5、12、19、26
6、13、20、27
6、13、20、27

曜日 地区 会　場 11月の開催日

健
福
祉
課
で
再
交
付
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
町
の
助

成
や
自
費
な
ど
で
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
ニ
ュ
ー
モ

バ
ッ
ク
ス
）
を
接
種
さ
れ
た
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
症
化

の
防
止
や
、
肺
炎
球
菌
が
引
き
起

こ
す
呼
吸
器
感
染
症
の
他
、
中
耳

炎
、
副
鼻
腔
炎
、
気
管
支
炎
な
ど

の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
早
く
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
令
和
２
年
度
の
対
象
者

〇
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
心
臓
、

　

腎
臓
、
呼
吸
器
等
に
一
定
の
障

　

害
の
あ
る
方

●
接
種
方
法

　

・
接
種
回
数　

１
人
１
回

　

・
実
施
期
間

　
　

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）ま
で

　

・
実
施
医
療
機
関　

県
内
各
医

　
　

療
機
関
（
事
前
に
医
療
機
関

　
　

へ
の
予
約
が
必
要
で
す
）

　

※
接
種
の
際
は
、
町
が
交
付
す
る

　
　

予
診
票
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

・
接
種
料
金　

１
，
０
０
０
円

▼
問

　

保
健
福
祉
課

　

地
域
ケ
ア
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
62
‐
５
１
１
０

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
措
法
無
料
電
話
相
談
会
・

無
料
相
談
会
に
つ
い
て

　

昭
和
23
年
７
月
１
日
〜
昭
和
63

年
１
月
27
日
の
間
、
満
７
歳
に
な

る
ま
で
に
、
集
団
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
で
以
下
の
４

つ
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
一
定

の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
給
付
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感

　

染
し
て
い
る
方

②
満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予

　

防
接
種
を
受
け
た
方

③
昭
和
23
年
７
月
１
日
〜
昭
和
63

　

年
１
月
27
日
の
間
に
、
集
団
予

　

防
接
種
を
受
け
た
方

④
集
団
予
防
接
種
以
外
の
感
染
原

　

因
（
母
子
感
染
・
輸
血
）
が
な

　

い
方

※
給
付
金
対
象
者
か
ら
母
子
（
父

　

子
）
感
染
し
て
い
る
方
や
、
給

　

付
金
対
象
者
の
相
続
人
も
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

※
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

　

べ
る
た
め
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

　

ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
弁
護
団

　

代
表　

弁
護
士　

足
立
定
夫

　
（
新
潟
県
弁
護
士
会
所
属
）

　

〒
９
５
１
‐
８
０
６
２

　

新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
１
番

　

町
７
０
３
番
地　

西
堀
一
番
町

　

ビ
ル
６
０
１
号

　

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

　

℻
０
２
５
‐
３
７
８
‐
１
６
６
２

65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

（昭和30年４月２日～昭和31年４月１日）生まれの方
（昭和25年４月２日～昭和26年４月１日）生まれの方
（昭和20年４月２日～昭和21年４月１日）生まれの方
（昭和15年４月２日～昭和16年４月１日）生まれの方
（昭和10年４月２日～昭和11年４月１日）生まれの方
（昭和５年４月２日～昭和６年４月１日）生まれの方
（大正14年４月２日～大正15年４月１日）生まれの方
（大正９年４月２日～大正10年４月１日）生まれの方

年齢 生年月日

日　時
11月7日（土）午前10時～午後12時

11月 7日（土）
11月28日（土）
12月 5日（土）

午後1時30分
　～午後4時

コラッセふくしま　３０２A・B会議室
喜多方プラザ文化センター第１会議室
郡山市労働福祉会館　第１・第２会議室

全国B型肝炎訴訟新潟事務所
【相談料無料】通話料はかかります  ０２５－２２３－１１３０

受付時間 相談先
（集団予防接種によるB型肝炎患者に対する給付金支給特別措置法及び認定手続きについて）電話相談会

無料相談会
日　時 受付時間 会　場

（特措法に基づく救済や手続きの内容、弁護団への依頼の方法等を弁護士がわかりやすくご説明します。）

広告欄
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み
ん
な
の
掲
示
板

　風疹の免疫を持たないとされる年代の成人男性に対する予防接種が法定
化されました。次の方は、令和４年 3月 31日まで町内外の医療機関で受け
られます。職場の健康診断にあわせて抗体検査を受けることもできます。
　また、19 歳から 49 歳の女性の風しん抗体検査と予防接種に対する助成
制度もあります。自分や周囲の人のために、赤ちゃんが風しん症候群にかか
るのを防ぐために、抗体を確認しましょう。

　●法定対象者：昭和 37年 4月 2日から昭和 54年 4月 1日までに生まれた男性

　●接種の流れ：①抗体価検査を受ける

　　　　　　　　②抗体価がない場合、予防接種を受ける

　　　　　　　　※すでに検査を受け結果が判明している場合は、再検査は不要

　●接種費用：無料（抗体価検査時に、郵送でお配りしているクーポン券を提出してください。）

▼問　保健福祉課　地域ケア推進グループ　☎ 62-5110　FAX62-0202

　福島地方法務局と福島県人権擁護委員連合会は、11月 12日（木）から 11月 18日（水）ま
での７日間、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間として、夫・パートナーからの暴
力やストーカーなど女性をめぐる様々な人権問題の解決を図るため、電話相談の取組を強化し
ます。秘密は守られます。相談は、人権擁護委員および法務局職員が対応しますので、お気軽
にご相談ください。
　なお、強化週間の期間以外の日（土・日・祝日を除く。）においても、午前 8時 30分から午
後 5時 15分まで、相談に応じていますのでご利用ください。

期　　間　令和２年 11月 12日 ( 木 ) から同月 18日（水）までの７日間
時　　間　午前８時 30分～午後７時
　　　　　ただし、11月 14日（土）と同月 15日（日）は午前 10時から午後５時まで

▼問　☎０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）　　　
　　福島地方法務局人権擁護課　☎０２４－５３４－１９９４

成人男性の風しん予防接種が無料で受けられます

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間の実施について

広告欄
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知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

困
っ
た
と
き

の
「
１
８
８
」
！

　
「
悪
質
商
法
等
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」「
あ
る
製
品
を
使
っ
て

け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１
８
８

（
局
番
な
し
）」
は
、
お
近
く
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消
費
生

活
相
談
窓
口
を
案
内
し
て
く
れ
ま

す
。

※
通
話
料
金
は
、
最
寄
り
の
相
談

　

窓
口
に
つ
な
が
っ
た
時
点
か
ら

　

か
か
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

　

す
。

広　
告　
欄

健　

康

み
ん
な
の
掲
示
板

令
和
２
年
度
消
費
生
活
無
料
法
律

相
談

　

県
で
は
多
重
債
務
問
題
や
契
約
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
様
々
な
消
費
生
活
相
談

に
対
応
す
る
た
め
、
法
律
の
専
門
家

に
よ
る
相
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
県
中
地
方
振
興
局
で
の
無
料
法
律

　

相
談

１　
相
談
日　
11
月
10
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
（
弁
護
士
）

２　
相
談
時
間　
13
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
（
一
人
あ
た
り
30
分
）

３　
相
談
方
法　
電
話
相
談

４　
会
場

　
　

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎

　
　
（
郡
山
市
麓
山
１
‐
１
‐
１
）

５　
予
約
先　
事
前
の
予
約
が
必
要

　
　

で
す
。
相
談
日
の
１
週
間
前
ま

　
　

で
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問

　

県
中
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４
‐
９
３
５
‐
１
２
９
５

【
ふ
る
さ
と
三
春
町
応
援
寄
附
金
】

　

①
和
田　

あ
や
子

　
　
（
宮
城
県
仙
台
市
）

　

②
安
達　

繁
敏

　
　
（
福
島
県
福
島
市
）

　

③
影
山　

武
（
千
葉
県
千
葉
市
）

　

④
大
内　

宏
（
三
春
町
北
成
田
）

【
一
般
寄
附
】

　

①
磐
州
市
の
会

　
　

会
長　

橋
本　

紀
子

　

②
齊
藤
泰
昭
（
三
春
町
桜
ケ
丘
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
寄
附

▽
物
品

　

増
子　

忠
一
（
山
田
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
イ
ン
タ
ー

　

ア
ク
ト
部

　

大
越　

瑛
子
（
弓
町
）

　

國
分　

シ
ヅ
子
（
新
町
）

　

齋
藤　

キ
ミ
子
（
南
町
）

　

佐
久
間　

善
子
（
大
町
）

　

吉
田　

勝
子
（
御
免
町
）

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
９
月
９
日
〜
10
月
８
日
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

三
春
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

広
告
主
募
集
中
！

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

広
告
掲
載
料

 　
１
か
月
に
つ
き
１
万
円

※ 

連
続
12
回　

20
万
円

▼ 

申
込
・
問

 　

総
務
課 

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

 　
　
　

☎
62
‐
８
１
２
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61
‐
１
１
１
０

い
や
や
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◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）

◆ 施設の休館日は16ページに掲載しています。

11月の行事カレンダー
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日 月 火 水 木 金 土

1817 19 20 21

22 23

9 1110 12 13 14

15 16

2524 26 27 28

29 30

8

765432１

31

お誕生会
（11時30分～・子育
て支援センター）18

理科クラブ
（9時～・三春小わん
ぱくクラブ室）18

心配ごと相談

19

29

31

公認心理師の
子育て相談日
心配ごと相談
3～4か月児健康診査

18

18

3歳6か月児健康診査

出前おはなし会
（10時30分～・子育
て支援センター）

18
1歳6か月児健康診査

18

18

9～10か月児健康診査

ままカフェみはる
（10時～11時30分・
保健センター）
星を見る会

19

体育館で遊ぼう
（10時～11時・御木
沢小体育館）18

のびのびの日
（10時～12時・子育
て支援センター）

31
31

おやこ運動
あそび教室

（10時～12時・保健
センター）18

三春磐州市「収穫市」
星を見る会

17

17

おはなし “あのね ”
（11時30分～・子育
て支援センター）

三春町各種功労者
表彰式

18

シャボン玉で遊ぼう
（10時～12時・岩江
センター）18

公認心理師の
子育て相談日 19

こころの健康相談会
31

18

人権相談・行政相談
心配ごと相談
消費生活無料法律相談

18絵本とわらべ唄
17

広告欄
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人口・世帯数　 
納期限

マーク は、町営バスの運休日です。

町営バス運休カレンダー（11月）

【人権相談】

【行政相談】

【心配ごと相談】

【こころの健康相談会】

●●●今月の相談●●●

▼ 問　住民課　生活環境グループ
　　 　☎ 62-2147　FAX62-5155

〇町営バスをご利用の際は、お得な回数券・定期
　券をご利用ください。
　回数券はバス車内・三春病院および役場窓口で、定
　期券は役場窓口でそれぞれお買い求めいただけます。
※三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行
　しています。
※岩江コースは週4日（月・火・木・金）運行し
　ています。
※スクール混乗コース・町中通勤コース・通勤コースを
　除く朝晩コース５路線は週５日（月～金）運行しています。

運休日：1・3・8・15・22・23・29日

11月 医療機関名 薬局名
○ 休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

田村地方夜間診療所
受診する際は、事前に必ず電話をしてから受診してください
☎0247-81-2233　FAX0247-72-8841

休日診療時間 午前９時～午後６時
（医療機関によっては午前９時～午後５時）

夜間・休日のお医者さん

1日（日）矢吹医院　☎62-3015

8日（日）島貫整形外科　☎72-3711
15日（日）遠藤医院　☎85-2016

3日（火）秋元医院　☎82-1514 ふくだや薬局

22日（日）雷クリニック　☎62-6333 きよはし薬局駅前店

23日（月）大久保クリニック　☎82-2555 ふくだや薬局

29日（日）橋本医院　☎72-3711 コスモ調剤薬局小野新町店

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を
　 募集しています。

急病時の問い合わせ先
日曜休日夜間当番医案内
 　☎024-933-4000（自動音声、24時間対応）
福島県こども救急電話相談
　 ☎#8000（固定電話アナログ回線の場合は、☎024-521-3790）
 　受付時間：午後7時から翌朝8時まで

※新型コロナウイルスの症状が疑われる場合は、
　かかりつけ医療機関に電話で相談してください。

〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

11月 11月
２日（月）
４日（水）
５日（木）
６日（金）
９日（月）
１０日（火）
１１日（水）
１２日（木）
１３日（金）
１６日（月）

１７日（火）
１８日（水）
１９日（木）
２０日（金）
２４日（火）
２５日（水）
２６日（木）
２７日（金）
３０日（月）

白岩医院
青山医院
東部台こどもクリニック
まつざき内科胃腸科クリニック
西山医院
矢吹医院
清水医院
さとう耳鼻咽喉科クリニック
三春病院
橋本医院

秋元医院
さとう耳鼻咽喉科クリニック
石塚医院
のざわ内科クリニック
かとうの内科クリニック
遠藤医院
のざわ内科クリニック
雷クリニック
のざわ内科クリニック

当番医療機関 当番医療機関
【消費生活無料法律相談】
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　おぎさわっ子 81名は、コロナ禍にあっても毎日元気に学校生活を過
ごしています。
　新しい生活様式での暮らしがあたり前となり、すべての教育活動を
行う際の基本となっています。大きな集会行事は中止や規模縮小を余
儀なくされましたが、修学旅行等の校外学習が可能となり、学校に活
気や潤いが戻ってきました。
　６年生の修学旅行では、行き先を

「東京」から「会津」に変更し、１泊２日で実施することができました。
特に１日目、七日町での班別行動では、予め自分たちで調べ、昼食や
体験活動、見学学習等の計画を立て、協力しながら活動できました。

　４・５年生の体験学習では、普段
ではなかなか味わえない感動があり
ました。「いわき海浜自然の家、また
磯遊びしたい。」こんな感想が多くの子ども達から聞かれました。
　１～３年生は、遠足で「アクアマリンふくしま」へ出かけました。
海や川の生き物と触れ合う体験、可愛らしいお魚さんとの出会い、外
でみんなで食べたお弁当、どれも貴重な学習です。

（御木沢小学校編）

　変化し続ける社会に対応するため、「一斉指導中心の授業」から「児童生徒が関わり合い学び合う授業」
へ変わってきています。すべての小中学校が授業改革に取り組んでいます。
※昔の三春を懐かしむことができる「秋季企画展『昭和の三春』～写真で見る昔の町並み～」が11月 29日（日）まで歴史民俗

　資料館で絶賛開催中です。ぜひ足をお運びください。

昭和の授業、令和の授業

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

理
科

体
育


